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中村地平『太陽征伐』 1論

- 『蕃族調査報告書』との関係をめぐって一

院　文雅

1.

中村地平(1908-1963)は宮崎出身の文学者である。彼は大正14年から

昭和5年まで台北高等学校に在学し、高等学校を卒業した後、東京大学に入

学した。昭和7年から台湾経験を扱った作品を続々と発表し、佐藤春夫、保

田興重郎の知遇を得た。昭和10年、地平は保田興重郎らが主宰する「日本

浪漫派」の同人となり、当時は紛れもなく中央文壇で脚光を浴びた新進作家

であった。

『太陽征伐』は、地平が昭和15年8月『知性』に発表した作品である。

昭和16年9月刊行の『台湾小説集』に収録されている。この作品は、昭和7

年の「窪地のう-の白雲」 、昭和9年の「人類創世」 、そして昭和14年の

「太陽の眼」に続くもので、台湾原住民の神評を小説化したシリーズの最後

の作品でもある。敗戦後の昭和23年、地平はこれら台湾原住民神話に基づ

いた物語を『太陽の眼』 3に収録して出版した。岡林稔が指摘するように、こ

れら一連の作品は地平の神話ジャンル-の「強い意欲を感じさせる」 4もので

ある。

かつて地平は「人類創世」 5の序文で、 「小説の最高理念が人間の真の姿と

心とを描くに在るもの」であると述べ、 「素朴、真卒なる古代の侍説、神話

に」 6多くの示教を得たと述べた。またr民族的な神話」 7という随筆の中で、

ドイツ浪漫派の「神話を文学に於ける最高の形式とする考-方、及び文学が

民族的な地方的な特徴をもつべきであるといふ意見」 -の「強い共鳴」を表

明し、さらに「民族的神話」の創造は自身の「文学の最高理念」であると断

言した。そこには、地平の原住民神話作品-の重視の姿勢と自己の作品-の

自負とがうかがえる。地平が「民族的な神話」の創造を文学の「最高の形式」

-75-



であり、 「文学の最高理念」であると再三強調していることから考えて、こ

れらの作品は、彼の小説理念や文学的な理念を托して書かれたものと推察し

てもよかろう。

地平が神話的作品に託した文学理念は、 「南方」を描く作家としての彼の

本格的な出発点、すなわち日本文壇の中に「南方文学」を樹立しようとした

理想に繋がってゆくと思われる。 『太陽征伐』を発表した翌月、地平は『知

性』に「南方的文学」という随筆を発表し、 r南方文学」の特徴に関わるい

くつかの要素について、以下のように述べている。

日本にはどういう理由で、南方的な文学がもつ多くの美点が生かさ

れてこないのであろうか。南方に発生した文学には、世界的に、たと

えば明るさであるとか、楽天性であるとか、行動的描写の卓越さとか、

感覚的な詩情とか、神話的空想力とか、熱情的な飛躍性とか、 -そ

の他多くの特徴をもって居り、それらはまだまだ日本文学に新しい要

素として生かし得るように僕には考えられるのである8。

ここで彼が取り上げた「南方文学」の特徴とは、南方特有の「明るさ」や

「行動的描写の卓越さとか、感覚的な詩情とか、神話的空想力とか、熱情的

飛躍性とか」である。これらの要素はいずれも抽象的な概念であるが、 r南

方」の「風土的な特徴」と共通するものだと考えられる。台湾原住民神話に

よった神話的作品群は、地平が地方的な特徴と「南方文学」との関連を強調

した上で執筆しているので、当然のこととして植民地台湾の内包する「南方

性」を有している。

地平の死後編集された『中村地平全集』には、挿話的作品はいずれも収録

されなかった。しかし前述したように、台湾原住民神話を下敷きに創作した

神話的作品群は、地平文学の全体像では重要な位置を占める。とりわけ『太

陽征伐』の発表時期を考えると、地平が志向する「南方文学」の要素を内包

する実践例と考えられる。ゆえに、地平のr南方文学」の文学的特徴および

「南方憧憤」の本質を論ずるに、この『太陽征伐』は欠かせない存在である。

地平の神話作品全体に対して、かつて岡林は「地平が神話性に南方仕を合
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体させ、積極的に独自のロマンチシズムの実践を試みた証となる作品である」

9と指摘した。しかしながら岡林は、この「独自のロマンチシズム」の本質、

およびそれと個々の作品との関係を具体的には検証していない。そこで本稿

では、 『太陽征伐』の作品中に見出せる文学的操作を追い、地平の「南方憧

憶」の本質と、それが投射する南方の表象を明らかにしていくことにする。

2.

台湾原住民の神話を再構成した神話作品群について、地平自身は「人類創

世」の序文で次のように語っている。

基湾から南洋ポリネシャ、更に遠くはギリシャなどの地、一帯に残る

太陽征伐の侍説から僕がひとつの小説を構成したい、と思ひっいたのは

もう随分前の事であった。さういふ心組みでいつか僕が墓湾総督府編『蕃

族調査報告書』を謹んだ時、僕は心のひかれる幾つかの侍説をノートの

端にとめて置いた。 10

地平が「台湾を旅行したとき」に入手した『蕃族調査報告書』 11は、 「佐

山融吉、大西吉寿12両氏の努力」によって編纂された。神話作品群は、この

報告より「一部を摘記して」発表した作品だと述べ、彼自身も「もとより創

作ではない」と述べている13。 『太陽征伐』も、地平が『蕃族調査報告書』

の彪大な原住民の神話から「心のひかれる幾つかの博説」を取り上げ、まと

めた作品である14。

しかしながら、これは単に気ままに組み合わせたものではない。実際、 『蕃

族調査報告書』に収められた「蕃族の口碑侍説」は、長い年月を経て口承さ

れてきた話の粗筋という形でのみ記録されている。簡素な原話を小説化した

作品は、純粋なr創作」とまで言えなくても、地平によって再構成されたも

のであるために、そこには彼の意識の中にある南方観が投影されているのは

当然であろう。そこで、各々の話についての比較表を参照しながら、原典と

の異同を分析することで、 『太陽征伐』における地平の文学的操作を検証す

る。
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(1) 「太陽征伐J

『太陽征伐』は、 14話の短い神話から成り立つ神話小説集である。第1

話の「太陽征伐」は作品名と同じ題名の物語であり、以下のように17節に

分けて各節の筋をまとめることができる。

【比較表(1) 】 『太陽征伐』- r太陽征伐」と『蕃族調査報告書』との比較表

テキスト(旧字を新字に直した)

『太陽征伐』 : 『日本植民地文学精選集20 〔台湾編8〕台湾小説集』ゆまに書房、

平成13年(初出: 『文学者』 、昭和15年。引用は復刻版による) 0

『蕃族調査報告書』 :臨時台湾旧慣調査会縮、大正2年から大正10年。

(同以下各比較表)

節 頁 太 陽 征 伐
巻

貢

盟

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 16 1 此の 世 の創 め。 天 には 日月 ともに な く、地 は略 か 紗 太 太 古 ハ 天 ニ 日月ナ ク玲 黒甚 タル 常

つた0 人 人 は つ ね に常世 に 在 る思 ひで 、矩 火 を と 績 防 闇 ノ世 ニテ 人 々ハ 皆 松 明 ヲ点 ジテ

もす こ とが な けれ ば 、表 も往来 で きな い有 様 であ 族 ヲ 往 来 セ リ或 時 暴風 俄 ニ起 リテ松 明

つた0 そ の 暗 い表 を、 あ る 日二 人 の男 が各 各矩 火 8 5 射 ヲ手 ニ セル 者 二人 ヲ天 ニ吹 キ上 ゲ

を片 手 に あ るい てゐ た0 間 もな くで あった 0 高い タ シニ 彼 等ハ 某 所 ニテ太 陽 トナル 今

峰 の辺 りに 楠 の梢 を巻 く嵐 の音 が 生 じたか と思 ふ ノレ マ デ 暗 カ リシ 常闇 ノ世モ ー 時二 二

と、 間 もな くた ちま ち暴 風 が全 山 にあ れ くる った

。 は げ しい 風 の 渦 まき に巻 き こまれ て 、男 た ち二
人は天 に吹 き あ げ られて しまっ たe rえ えま ま よ

」 二 人 は順 を き めた0 天 に とどまっ て 、太 陽 とな

り、 下界 を 照 らす こと にな った の であ る0 闇 に と

っぷ りとつ つ まれ 暗 暗黒 黒 と して ゐた この 世 に、
今 は い ち どき 二つ の 太陽 が現 れ た。

請 箇 ノ太 陽 ヲ得 タル コ トナ レパ

2 16 1 泉 も川 も水 は次 第 に枯れ て き、乾か らびた 土の 上 タ イ 太 太 古 天 ニニ ッ ノ太 陽 ア リテ 一 ツ没

～ には魚 の 白い順 が無 数 にひ っ く り返 つ た0 草木 は ヤル 防 ス レパ ー ツ出 デ斯 クテ空 夜 ノ差 別

1G 2 み るみ る しぼみ 、 空 を とぷ鳥 獣 の影 も見 えな くな 族 征 モ ナ ク嚇 灼 タル 日輪 ハ下 界 ヲ照 シ

つて しまっ た0 前編

4 33

伐

ノ

話

タ レバ 暑熱 甚 だ シ ク渓 泉 皆 潤 レ草

木 為 ニ 枯死 シ 人 々 ノ困苦 ハ今 ヤ 共

棲 ニ 達 シ タ レパ 捨 テ 匿 キ難 シ トテ

暑 さのた め に 人び とはあ ベ ぎ苦 しみ 、 ひ弱 な子 供 武 脊 同 太 古 ハ 天ニ 太 陽二 ツ ア リテ 炎熱焼

は育 つ こ とが で きな い。 族

前編

2 4 9

上 クガ 如 ク為 ニ幼 児 ノ死 スル者 算 ナ

ク斯 クテア ラ バ人 類 モ絶 滅 スペ キ

有 様 ナ リキ
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大人 も戸外に出るときは、薄板 を背負って、陽の 那 同

上

太古太陽二ツア リテ光熱甚 シク山

光 りをさけなければな らなかった。 読

杜

329

羊ノ皮 ヲ披ルモ忽チ損ジテ二度 ノ

用ヲナサズ箕ニテ蔽ヘパ身体痛 ク

腫 レ上ル程ナ リキ

夜 といふ ものがな く、ひ と眼が うるさいためにポ 紗 太

防

ヲ

射

タ

ノレ
請

蛇クシテ物 ヲ見ル コ ト能ハズ炎熱

エ ヒエも思ふ にまかせ ない。 rかくては、人類は 績 ハ赫灼 トシテ肉 k 体 ヲ腐 ラスガ如

絶えて しまふであ らう」人人は憂慮 した0 族

85

ク殊ニ昼夜 ノ区別モナク燦然タル

金輪 ノ光 ヲ仰ゲバ何時 「イナ」ニ

近ツタべ キ

3 16 2 ある日であった0 一人の女が、乳呑み児 をだいて

畑 に出た0 地べたに、女は等をたて、子供をその

蔭 に寝かさうとしたe しかし、幕が落とす影 は短

かく、子供の体をおほふに足 りない0 女は子供の

体にもつてゐた雨合羽をかぶせ耕作にとりかかっ

た0 間 もなく、ふっ と、女は雨合羽の下を覗いて

みた0 そこには子供の体はなかった0 五六匹の斬

賜が ぎらぎらした体で這ひまはってゐるばかりで

ある。子供は太陽の熱のために、溶けて しまった

のにちがひなかった0 あまりと言へば、あまりで

あ る0 女は嘆き、悲 しみ、部落に帰 って、それと

告げた。

(該当箇所な し)

4 16 3 今は早や、かくてあるべ きではなかった0 部落の タイ 太 社衆ー箇所 ニ集 リテ太陽ヲ射殺ス

- 同は額をあつめて相談 し、ふ らちな太陽を征伐 ヤル

族

前編

433

陽 ベシ ト誌シヌ斯 クテ杜人ノ中ヨリ
することに議はきまった0 屈強なわか者が三人、 征 屈強 ノ青年三名ヲ選 ビテ其任ニ雷

その大任をはたすために選ばれた0 班

ノ

請

ラシメタ リ彼等三人ハ大ニ勇 ミ男

ノ中ノ男ナル ゾ首尾 ヨク太陽ヲ射

ズシテ掃ル コ トノアルペ キ ト猛進

セ リサ レド
誉れの 白珠美々 しく縫ひつけたラツタン身軽に着

よそはひ、大弓手ぱさみ、鋭刀おっ とつた武者ぶ

り、勇士たちのいでたちはまことに男のなかの男

とは見える雄雄 しさであった0 勇みに勇み、部落

をあ とに彼 らは太陽への道へ と出でたった0

(該当箇所な し)

5 16 3 しか し、その道は容易ではなかった0 行けど、行 同上 迂遠クシテ行ケ ドモ行ケ ドモ際限

けど、ただ荘漠 とした荒原がはて L もな く、つづ ナク何時 目的地ニ達スベキカ早ヤ

いてゐるばか りである。 目的地にはいつ着くとも 敷十年 ヲ経 タレ ドモ未ダ其半バニ

わか らない。 モ連シ得ズ前途

-79-



6 16 3 頭上を去来する雲 とともに、歳月は徒にながれ来 同上 若 リシ青年モ今ハ頭髪皆 白ク手

たり、ながれ去 り、さ しもの勇士たちも、いつ し 足ハ痩セテカナク老衰シタレバ斯

か白髪の老人 となって しまった0 今は手足もやせ クテ進ムモ 目的ヲ達シ得ずルべシ

衰へ、心ばか りがいや猛にはや るのみで、他の二 思へバイ トモ悔 シケ レ ド一名ハ社

人は最後の努力をふ りしぼつて、 目的地へ急 ぐこ ニ昏君リテ磨授ヲ頼ムベシ トテ一人

とに議がきめられた。帰来 した勇士の一人か ら、 ヲ掃シヌソノ者掃杜シテ事一伍一

部落の者たちは仔細を耳に したO そ して、太陽征 什 ヲ物語 リテ数名 ノ乞ヒケ レパ杜

伐の壮 挙、容易な らぬ ことを一同は悟 らねぱなら

なかった0 改めて彼らは遠大な計画をたて直 した

人モ始メテ道ノ遠キヲ知 リ

7 16 3 即ち、勇壮健脚の青年数名をえらび、各々その背 同上 然 ラバ各一名ノ幼児 ヲ背負へヨ汝

一、... には後図を托すべき嬰児を背負はせ、蜜柑 .枇杷 等死ス トモ彼ヲシテ其志 ヲ紐ガシ

164 .栗などの糧食 も十二分に用意 させ、ひきつづき ムペシ ト彼ハ ソレヨリ葺太天走 リ

改めて出発 させ ることに決ったのである。新 しく ニ道ヲ急 ギク リ此度ハ行ク行ク途

選ばれた勇士たちは行 く行 く、粟 .蜜柑 .枇杷な ニ蜜柑及粟 ヲ播 キテ進 ミ漸ク先キ

どの種をまき、毒駄天走 りに走りつづけて、先発 ノ二名 ニ追 ヒツキタルニ見 レパ歩

隊の跡 を追った。や うや く追ひついて、見 ると、 行モ 自由ナ ラズ歯抜ケ頬肉落チテ

出発の二勇士は既に歯落 ち、内裏へ、脚の運びも

怪 しげといふ、無漸な有様である。

言葉モ不明ナ リサ レ ド

8 16 4 しか し、応援隊の到着は さすがに嬉 しかった0 と 同上 磨接隊ノ到ルヲ見テ音 ビ我 レ老イ

められるのをお しきつて、若者 に負けじと彼 らも テモ未ダ若者ニ負ケジ ト足ニ力ヲ

弱足踏んぼってたちあが ると、ともどもにそ こを 入 レテ起チ上 リ行 ク手ヲ見 レド目

出発 し、目的地へ と急 ぐことになった。 しば しが 眩 ミ足ハ一歩モ進 ミ得ズ此所ニ其

毛引ま拭いて走ることがで きた0 しか し、寄 る年な

みには争はれず 、間もなく眼くるめき、よろめく

よと見る間に、ばった り地面に うつぶして、息も

絶 えた0

健乾 レタ リ

9 16 4 青年たちは哀れ な老勇士 を路傍に葬ると、暗然と 同上 後 ヨリ行 キシ者共ハ其様ヲ見テ一

してゐたが、かくてあるべ きではなかった。勇を 時ハ呆 レ居 タリシガカタテアルべ

鼓 してすすまなければならない。 キニアラザ レバ屍 ヲ路傍ニ葬 リテ

尚ホ先キへ先キへ ト進 ミ行 クコ ト

10 16 4 かくてふたたび数十年の歳月はつかの間にながれ 同上 数年然ルニ磨援隊 ノ人々モギ次ギ

来た り、ながれ去った。道は遠 く、齢のみ徒 らに ニ ト斑 レテ残ルハ始背負ハ レ爽 タ

かさねてゆく0 応援隊の面面 も次 ぎ次ぎに熊れて リシ三名 ノミナ レリ彼等漸 ク目的

、残 るのは彼 らの背に負 はれてきた子供たちばか 地ニ達弓ニ矢ヲ番へテ太陽 ヲ射 タ

りとなった。子供たちも今は既に立派な勇士に成

人 してゐる。や うや く成 人 した三人は、 目的地へ

と達することができた0 太陽は眼の前にゐる0 喜

び勇み、弓に矢をつがへると、彼 らは力をこめて

いっせいに太陽めがけて射た。

モ

ll 16 5 しか し、晃然 と昔が しただけであった。矢ははね 同上 何 ノ手旗へナ ク太陽ハ西ニ入 リヌ

返され、太陽は蔑む ごとく、地のはてに没 して し 之ハ為倣シタリ ト思 ヒ次ギニ東 リ

まった0 シ太陽ヲ逸 シマジ ト
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ちがった、新 しい太陽がのぼってきた0 勇士たち タイ 太 心ヲ取 り直シ鞍 ニ熊ノ陰塁ヲ朕メ

は用意 してゐた鼠の陽物を矢の先につけた。 ヤル

族

節

327

防

征

班

ノ

話

(太陽ガ崖 ノ上ヨリ出ゾル ヲ待チ

構ヘ狙 ヲ定メテ ヒョウ ト放テバ誤

タズ矢ハ其中央ヲ射ル)

12 16 5 ふたたび狙ひが定められた。矢は弦をはなれ、見 タイ 太 狙 ヲ定 メテ矢ヲ放テバ矢ハ飛 ビ行

事 に太陽の眼を射貫いた。血 しぶきが辺 りに飛び ヤル 防 キテ其 中央ヲ貫キ見ル見ル 中ニ血

ち り、勇士の一人 にふ りかかった‥….と、見る問 族 征 塊ハ湧 クガ如 クニ落チ爽 リテ一人

に勇士は頭蓋骨がくだけて無漸な死をとげた0 前掃

43 3

伐

ノ

話

ヲ打チ タレバ頭骨砕 ケテ弊ルタ リ

サ レド

13 165 同時に太陽 も狼狽 して、地上にころげ落ちた0 古 武 太 太陽モ狼狽 シテ地上ニ顛墜セシカ

んだ勇士の一人が手をひろげてつかま うとすると m 防 バ彼ハ五指 ヲ関キテ掴マン トセ ン

、太陽は腕の間か らする りと遁げてしまふ0 苛だ 族 征 シニ太陽ハ指問 ヨリ遁 レテ掴 ムヲ

つた男は指 さきに唾をつけると全身の力をふるひ 節 班 得ズ彼少シク苛立チ何ヲ′ト痛ナ ト

や うや く太陽の預 をおきへつけた。 宿

198

ノ

請

指先ニ唾ヲツケテ宛モ蚤ヲ押 フル

ガ如ク太陽 ヲ頭 ヨリ押シ潰シヌ

14 16 5 勇士の腕の下から、細ぽそ とした声をだして太陽 武 太 共時太陽下 ヨリ虫ノ声ニテ物 申サ

～ は訴へるのである。 「言ひたい ことがあるから、 」 防 ン暫ク待テ何ニガ故ニ汝ハ我 ヲ斯

166 ちょっとまってくれ。 いったい、お前たちが毎 日 族 征 ク苦ムル ノ我今汝ニ不意ヲ打 タレ

生活 してゆ くのは誰のお蔭であるか0 俺たち二人 節 tk- テ敗北ス ト錐他日必ズ他ノ太陽 ト

がゐるか らこそ、草木 も育ってゆくのではないか 編 ノ 協力シテ汝等ノ生命ヲ断ツペシ元

。 それなのにお前たちは、報恩の志薄く、かつて 198 請 来汝等ノ日々生活スルハ誰ノ恵ゾ

俺たちのために、ただの一度のお祭 りさへ催 した ヤ皆之 レ我等二人 ノ為ナラズヤ我

ことがないではないか0 だから俺たちも怒って、 等アレバ コソ草木モ成長シ水モ流

このや うに照 りつけたのだ」 ル レ然ルニ汝等斯ル大恩ヲウケナ

ガラ少シモ報恩 ノ

言はれてみれば、一応の道理がある0 勇士たちも 武 太 弱リナガ ラモ猶ホ底 ニ力アル言葉

、悔悟の念切 りに湧いてきたから、携へてゐた蓉 s 陽 ニテ事ノ道理 ヲ諭セシカバ彼モ始

布 をもって、太陽の眼か らながれ出る血汐をぬぐ 族 征 メテ己ガ非ヲm リ然ラバ トテ折へ

つてやつたe 将来は月に一回太陽のために祭事を 節 伐 タル蕃布ヲ出シテ流ルル血潮ヲ拭

催す約束もした。太陽は片手で目をお さへ ると、 宿 ノ ハ シメ且ツ爾後ハ必ズ毎月祭ヲ行

弱弱 しい姿で、天に戻って行った0 現在の月はこ 198 請 フペキヲ約 シテ帰 レリ今ノ月ハ即

の哀れな太陽のなれの果 てである0 そ して、今尚 チ射ラレシ後光熱ヲ失 ヒシモノニ

の こつてゐた月の隈は、その時若布で拭はれた血 テ月中ノ模様ハ其時 日ヲ拭キタル

糊の跡 であ る。 布ナ リ

15 16 6 いつぱ う、生きのこつた二人の勇士は、揚々たる タイ 太 残ル二人ハ祈願成就 ト音 ビ勇 ミテ

気 もちでその場 をひきあげたc r行 きの千里は帰 ヤル

族

前編

陽 鰐杜シタ リ共時先 キニ植ユタ リシ

りの十里」であった。住路に植ゑ残 して置いた蜜 征 蜜柑ハー ト抱 ノ大木 トナ リ居ダリ

相や、枇杷は今 は枝枝 いっぱいに豊かな果実をつ 班 彼等二人首尾 ヨク社ニ掃 リシガ

けて居 り、栗 も十二分 に実ってゐた0 二人はそれ 433 ノ

らをちぎり、ちぎり、飢渇を しのぎながら、なつ

か しい故郷の部落にと戻って行った。

話
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16 16 7 部落には誰一人 として、勇士たちを知ってゐる者 同上 誰 トテ知ルモ ノナク何所ノ人ナラ

とてなかった0 勇士たちは言葉をつくして事情を ン トイ怪 ミ見ル者 ノミナ レバ我等

語った0 部落の人たちもや うや く合点 し、曾祖父 ハ太陽征伐ニ出デタルモノナ リト

たちか ら語 りつがれてゐた勇士たちこそ、あなた 言葉 ヲ患シ手足ヲ動力シ添へテ物

がたであったか と、大いにその功を謝 したe 赤ん 言吾リグレパ漸 ク合票占シテノバ三代

坊 でこの部落を出発した二人は、 この時既に 白髪 以前 ノ事ナ リト聞キ居タ リシ普噺

痩躯の翁になって居 り、練絶 した髭が、胸のあた ノ其子カ ト白髪搬顔 ノ老人 ヲ トラ

へテりまで垂れ てゐたのである。

部落の人たちは、二人の老人を中心に円陣をつく タイ 太 皆ノ者共喜べ ト酒宴 ヲ張 リテ祝ヒ

り酒宴を催 した0 人人は大いに二人の労をねぎら ヤル 防 タ リ

つた0 族

前編

32 1

征

伐

ノ

請

17 16 7 ミタワケ 見 よ天を ミタクシャ 天には烈烈

たる陽光

マラハ ンゲ 見 よ地を マラハンクシャ 地には

浸漠たる河水

- 同は即興の詩を賦 して歌ったe

(該 当箇所 なし)

第1節は、太古の闇に、松明を持つ二人の男が嵐に遭遇し、天に吹き上げ

られ、そして太陽が二つ存在するようになった、という筋である。この二つ

の太陽の由来は紗績族の神話によったものであるが、次節以下の「太陽征伐」

の話は、原住民神話に散見する太陽征伐の筋によるものである。

第2節は、太陽が二つ存在することによって人々が苦しむ様子を叙述する。

人間が太陽に苦しめられている様子としては、その灼熱による自然環境の破

壊、子供の成長の妨害、被り物を必要とする外出、そして夜がないことによ

る男女の交合の妨害などが書かれている。これらの太陽に被害を受ける描写

は、それぞれ異なった原話から摘録したものである。ただし被り物は、原典

では山羊の皮であるが、地平によって薄板に変えられた。また、同じ神話集

である「人類創世」の中に「天」という短編神話があるが、その内容は昔天

が低かったせいで人々は薄板を背負って出かけたことや男女の交合が妨げら

れたといった、この作品のプロットと共通する描写が見られる。

世の創めには、天が非常に低くて、月は太陽よりも熱かった。そ

れ故、昼夜の区別といふものはなくて、人類は安い思ひもせなんだ。
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表を歩くのは、わりに陽の柔かい日中にすましたのだが、それも薄

い板を背にせねば、堪-られなかった。ましてや、それよりも烈し

い月がでる時には、屋内深く、身を隠してゐるより仕方がないので

あった。夫婦といふのも名ばかりで、 『ボェヒエ』なども思ふにま

かせないから、これでは、 「人類もやがて、滅びるであらう」と、

人人は嘆息した。 15

このことから、地平はこのような神話に格段に面白みを感じていると推察

できる。

第3節は、二つの太陽の炎熱によってもたらされた、もっとも大きな被害

についての描写である。この部分は、 『蕃族調査報告書』の神話には該当箇

所を見出せない地平の創作である。

ある日であった。一人の女が、乳呑み児をだいて畑に出た。地べ

たに、女は等をたて、子供をその蔭に寝かさうとした。しかし、等

が落とす影は短かく、子供の体をおほふに足りない。女は子供の体

にもってゐた雨合羽をかぶせ耕作にとりかかった。間もなく、ふっ

と、女は雨合羽の下を覗いてみた。そこには子供の体はなかった。

五六匹の噺錫がぎらぎらした体で這ひまはってゐるばかりである。

子供は太陽の熱のために、溶けてしまったのにちがひなかった0 lG

太陽の熱で子供が「間もなく」溶けてしまった。この大げさな被害描写は、

第2節の「乾からびた土の上には魚の白い腹が無数にひっくり返った」とい

う魚の大量死の描写とは明らかに被害の深刻さに格差が出てくる。深刻さに

ついてのこのような描写は、地平の想像力の豊かさの賜物であろう。

第4節から第10節の物語は、タイヤル族の「太陽征伐ノ話」に拠ったも

のである。ただし、擬人化された太陽が地面に落ちた後、勇士に捉えられ、

太陽は自分の貢献を労うように勇士たちに祭りを要求するという第14節と

第15節の話は、下敷きにされたタイヤル族の原話にはないが、原典の他の

r太陽征伐ノ話」に散見するO詳しく分析した結果、武喬族の神話「太陽征
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伐ノ話」から摘録している可能性が高いことが分かった。

第12節の太陽を矢で射落とすクライマックスの場面であるが、タイヤル

族の原話では、 「太陽ヲ逸シマジト狙ヲ定メテ矢ヲ放テバ矢-飛ビ行キテ」

と、ただ普通の矢を使っているのに対して、地平は「勇士たちは用意してゐ

た鼠の陽物を矢の先につけた」と改編している。しかしこの「鼠の陽物」を

つけた矢を使って太陽を射たことについては、地平の完全なる創造とも言え

ないo　なぜなら、タイヤルのもう一つのr太陽征伐ノ話」には、鉄に熊の陰

茎を朕める矢を使う話が、そしてもう一つの北勢著の同名の話には、 r木鼠

ノ陰茎ヲ矢ノ先キニ付ケテ射タル」記述があるからである。こうした記述を

ふまえて、地平は原話に基づきながら、普通の矢の代わりに、動物の陽物を

つけた矢を勇士に使わせたと見られる。この様々な工夫は、当然「南方的文

学の特徴」を文脈に潜ませるためだと考えられる。

最後の第18節は、原住民が勇士を囲んで催した酒宴の席でつくった即興

歌の内容である。 「ミタワケ　ミタクシャ　マラパンゲ　マラハンクシャ」

とカタカナで表記した歌であるが、その下に「見よ天を　天には烈烈たる陽

光　見よ地を　地には漫漫たる河水」と日本語で訳文をつけている。原典の

口承伝説には、歌またはそれに類する記述は一句もない。

人々を苦しめる烈々たる太陽を征伐するために一生を費やし、その壮挙を

遂げたばかりの勇士の労をねぎらうために歌う歌だとすれば、 「見よ天を

天には烈烈たる陽光」という語句は、多少不適切とも思われる。だが、地平

が創作したと思われるこの異民族の言語による歌を結文に置く構成は、文章

の調べを強調すると同時に、浪漫的な情緒をも自然に感じさせる機能を持つ。

地平が意図的に施したこれらの工夫は、まさに文学表現上の配慮を意味して

いる。
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(2) 「穿山甲と猿」

【比較表(2) 】 『太陽征伐』- r穿山甲と猿」と『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 穿 山 甲 と 猿

巻

頁

顔

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 16 8 むか し。 穿山 甲 は神 さまの 腰 かけ だっ た の で 那 a iii 昔 穿 山 甲ハ 神 ノ腰 掛 ナ リシガ旦箱ノ為 ニ尻 痔 キ ト

あ る0 しか し、鱗 が あ るの で 、神 さ まは 、 「 設 甲 ノ テ其 後廃 セ ラ レク リ

お 尻 が い たい よ、 い や だ よ」 とお っ しゃ っ て

、お や め にな っ て しま っ た。

族

4 04

請

2 16 8 そ の 時 以 来、 穿 山 甲は所 在 が な くて、 の ろの

ろ と暮 してゐ たの で あ る。 あ る晴れ た 日で あ

っ た e 穿 山甲 は これ も怠 け ものの境 に、路 傍

でで あ っ た0 「退 屈 だ ね …0 なに か面 白い こ

とは な い かね 」 「い っ たい 、 面 白い こ となん

て、 この世 に在 るか ね。 俺 は あき ら めて ゐ る

よ」 「釣 にで も行 っ てみ るか 」

(該 当箇 所 な し)

3 16 9 草 原 径 を降 り、二 人 は渓 流 へ と降 りた。 穿 山

甲は た ち まち 、蟹 や 、魚 をた く さんつ か まへ

た。 魚 を一 匹 も と るこ とが で きな い接 は ぼん

や り と眺 めてゐ た が 、間 もな く訊ね たc r ど

うす れ ば、 そん な に捕 れ るの かね」 「手 を叩

い て 見給 へ 。い く らで も とれ るか ら… 」か ら

か は れ た とは知 らず 、言 は れ た とは りに猿 は

した。 た ちま ち猿 は悲 鳴 をあ げた。 指 が ち ぎ

れ る くらゐ に痛 か っ たの で あ る。 しか し、猿

は 我 慢 して ゐ た。

(苫亥当箇 所 な し)

4 16 9 間 もな く、 二人 は 草原 径 をの ぼ り、 涼 しい 樹

の 下 蔭 に座 り込 む と、獲 もの の魚 を焼 き にか

か っ た。 「折角 の ご馳 走 に 飲み もの が ない と

は 情 け ない ね0

(吾亥当箇 所 な し)

5 16 9 君 、水 で も汲ん で こない か 」穿 山 甲が言 っ た 管 穿 昔 穿 山 甲 ト横 ア リケ リー 日共ニ 河 ニ出デ テ漁 シ

一、- 。 「よ しきた」 身 軽 に猿 が た ちあが っ たe 渓 族 山 多 ク魚 ヲ得 テ帰 リ二 人 ニテ先 ヅ魚 ヲ食ハ ン トテ

17 0 流 に 降 りる草原 径 へ きた ときで あっ た。 猿 は 四 甲 坐 セ シニ 「アル ム」 ハ 「タブサ ツ グ」ニ 向 ヒ汝

ふ っ と右 手 を眺 た。 赤 くはれ あがっ て ゐ る。 杜 ト 行 キ テ水 汲 ミ来 シ ト命 ジケ レパ 「タブサ ツ グ」

い ま い ま し くて た ま らな い。 猿 は道 ば たで 竹 蕃 按 ハ 命ゼ ラル ル 侭 ニ屋 外 ニ出 デ棺 アル テ尿 ヲ竹 筒

筒 を ひ ろふ と、 そ の なか に尿 を入れ た。 そ 知 16 4 ノ ニ 入 レテ持 チ帰 リ 「アル ム 」ニ 之 ヲ渡 シ未知 ラ

らぬ顔 を して戻 り、竹 筒 を穿 山甲 にわ た した ..～ 請 ヌ顔 シテ魚 ヲ食ハ ン トセ シ ニ 「アル ム」 ハ竹 筒

。 「す まん 、す ま ん 」は しゃ ぎなが ら、穿 山 16 5 ヲ受取 リテ将 ニ水 ヲ飲 マ ン トロヲ竹 筒ニ 当 ツ レ

甲は竹 筒 をロ に もつ て行 っ た。 た ちま ち顔 を バ ブ ン ト衝 キ来ル 臭 気 ニ 目モ暗 マ ン許ナ リ 「ア

しか め た。 「臭 い ! この 水 はお か しい ぞ」 「 ル ム」 ハ 大 ニ怒 リ汝 ノ汲 ミ来 リシバ 水ニ ア ラデ

臭 い とは 変 だね 。 そん な 筈 は ないが …」 按 は 小 便ナ ラズヤ 之 レ此 臭気 ヲ喚 ゲ ト差 シ延 べ タル

もっ とも ら しい 顔 つ き を して、 首 をひね っ て ヲ受 取 リテ落 チ ッキ払 ヒ云ヘ ル ヤ ク我 レニ′ト便

み せ た。 ヲ汲 ミ
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6 lワo しば らく穿山甲は猿の顔を呪みつけてゐたが 同上 彼 ノ留守跡ニテ魚ヲ残ラズ食パンモノ ト一尾ヲ

一.、一 、間 もなくぷ りぷ りしながら、竹筒をとると 口ニ入 レ一尾ヲ右手ニ更ニー尾ヲ左手ニ持チ嘱

17 1 自分で河原へ降りて行った0 魚は頃あひに焼 ム コ トモセデ先ズ右手ノ魚 ヲロ二人レソレヨリ

けてきた0 一つつまみ、二つつまみ、按はみ 左手ノ魚 ヲモロニ入 レテ頬張 リ空手 トナ レバ又

んな平げて しまった。穿山甲が帰ってきた。 机 ミテ ロニ入 レ喉モ膨 レテ今ハ入ルル コ トモ出

「いまね とても大きい、見た こともないや う 来ズ時 々ハ 口中ノ魚外ニ落チン トスル ヲ指ニテ

な大きい鳥がとんできてね…」魚がロか ら出 押シ込 ミ挿シ込 ミ斯 クテ其場ニアリシ獲物ヲ悉

て きさうになるのを、や うや くお さへ、おさ 皆 口中ニ入 レソレヨリ rアルム」 ノ矢ヲ弓ニ番

へ、稜はいかにも弱 りはてたや うな口調で訴 ヒテ石 ヲ射テ其鉄ノ先キヲ圃クシ元ノ位置ニ隙

へた。 r日.魚 を食つちやったんだよ0 どうに 据シテ索知ラヌ顔シテ待チ居タ リ暫クシテ rア

も申しわけがない」 ルム」帰 リ来 リテ庭 ヲ見ルニ魚バー尾モナシ驚

キテ如何ニモシャ ト尋ネシニ大鳥一羽飛 ビ来 リ

テ魚ヲ尽 クサラヒ行ケ リ

7 17 1 穿LLl甲はす ぐに按を うた ぐつた0 rあんま り 同上 「アル ム」ハ汝コソ其盗賊ナ ラメ ト詰リシニ 「

～ な真似をするなよ」 しか し、猿は顔をまつ赤 タブサック」モ顔ヲ赤 ラメテ立腰 シ二言三言 ノ

172 にして、抗弁す る0 「俺 といふ ものが、信用 争ニ然ラバ トテ 「アルム」ハ竹杖取 リテ其身モ

で きんのかなあ0 困るなあ」間 もなく穿山甲 軽 ク飛 ビ上 リ再ビ飛 ビ下 リテ其竹杖ヲ 「タブサ

はいいことを思ひついた。傍 らに落ちて棒 ぎ ツグ」ニ渡 シ汝モ斯ク飛 ビテ見 ヨト云ヒシニ元

れを片手ににざると穿山甲は、 「えい」と気 来負ケ嫌 ヒノ 「タブサズグ」 ノ事ナ レパ謀ラル

あひをかけ、地面か ら一尺ばか りもとんでみ ル トハ露 シラズ早速竹杖ツキテ飛 ビ上 リ手ヲ放

せた0 rお前はこんなに飛ぶことはできない チテ飛 ビ下 リシニ多ノ魚ヲ食 シタルコ トナ レパ

だろ」元来が猿は負けざらひである0 さつそ 地面ニ着 クヤ脱ニ溜 リシ糞尿ハ一時ニ トツド流

く同 じや うに気あひをか け、力いっぱい地面 レ出シ ソノ中二数多ノ魚 ノ骨ア リケレパ証拠充

か らとんだ0 しか し、地べたにつくと同時に 分ナ リ トテ 「タブサツグ」ノ敗ニ帰シヌ其後再

、膿にたまってゐた糞尿が一時にどっ となが ビ二人ニテ 山ニ赴キ茅ヲ焼カン トセシ時 「アル

れ出て しまった。そのなかには魚の骨がたく

さん混つてゐる。証拠があま りはっきりして

ゐるので、 さすがの猿もどうにもならない。

顔 をあからめて平謝 りに謝った。穿山甲は仕

返 しを してや らう、 と思った0

ム」窃ニ此時 コソ報復セン ト思 ヒテ

8 17 2 猿 を誘って、茅の穂の生ひしげつた野原に出 同上 ロヲ開キテ云 ヒルヤ ウ今我等茅 ヲ焼カン トス誰

かけた。 「俺は原っぱのまんなかにゐ るe こ カ此茅ノ中ニ居ル者 ゾ汝 ノ如キ怯儒ナル者ハ火

の茅に火をつけて見給へ」穿山甲が茅の穂の ヲ見パ戦クコ トナ ラン ト侮 リシカバ 「タブサツ

なか に姿を消 したとき、猿は原 の一矧 こ火 を グ」ハ云フヤ ウ汝ニ出来ル コトハ我ニモ出来ル

つけた0 火 は風にあふ られ空 も焼かんばか り ナ リト然ラバ我先 ヅ茅中ニ入ラン トテ 「アル ム

の炎 となって燃えひ ろがつた0 原いちめんを 」ハ早速茅ヲ分ケツツ中ニ入 リヌ時期ヲ見計ヒ

なめつ くし、炎が消 えた とき焼野の跡か ら、 テ 「タブサツグJ ハ茅ニ火 ヲ点ゼシニ火ハ風ニ

穿山甲はけろりとした顔つきで現れた0 地に 煽ラレテ忽チ焼キ尽シヌ然ルニ rアルム」ハ噴

穴をはって、そのなかに隠れてゐたのである

。 猿はびっくりして しまったO

ノ負傷モナク石 ノ上 ニ乗 リテアリケル ヲ見テ
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9 1 72 「をか しな奴だな0 よく焼 け死ななかったな 「タブサツグ」ハ如何ナレバ汝ハ火ニモ焼ケザ

一、.′ 」平気な顔 で、穿 山甲は答へた0 「なあに、 ルヤ ト尋ネシニ 「アルム」ハ我 レ乾キタル茅菓

173 乾いた茅の葉っぱを背につけて、地べたにう ヲ体ニ纏 ヒテ打チ伏シ居 ダリト答エタレバ 「タ

つ伏せになってゐれば、平気なものさ…」猿 プサック」モ点頭シツツ我モ其 ノ如 クセン ト教

は感心 して聞いてゐた。 「…お前もひ とつ、 ヘ ラルル侭ニ茅ノ菓 ヲ着テ叢中ニ入 リヌ 「アル

やってみ るか」否応はなかった。とびあが り ム」ハ時 コソヨケレ ト火 ヲ放チシニ黒煙 ヲ揚ケ

者の猿は、さつそ く別の、新 しい茅の原 に姿 凄然 タル音シテ茅野ハ焼ケタ リ焼跡ニハ黒キ塊

を消 した。 「さあ、火をつけてくれ」原がま

った く焼 けて しまったのち、あはれな猿は黒

こげになって死んでゐた0

アリ見

10 17 3 穿山甲もさすがに気の毒になった0 鏡の脱を 同上 「アルム」ハ其腹ヲ割キテ肉ヲ トリ再 ビ元ノ如

さき、胆 をぬきとり、ふたたびもとのや うに ク縫 ヒテ呪禁シケルニ無死セル 「タブサツグJ

縫ひあはせ、禁圧 をした0 接はふたたび息を ハ又再 ビ元ノ形 ト成 リニケ リ 「タブサツグ」ハ

ふ き返 したe あまりひ もじかったので、生き 息吹キ還 シテ見 レバ脱ニ一物モナク餓ヲ感ズル

返った按 は傍らに落ちてゐた 自分の月旦をひろ コ ト甚シカ リシカパ傍ニア リシ肉ヲ取 リテ食 フ

ふ と、ロのなかに入れて、食べて しまった。 ヲ見タル 「アルム」ハ己レノ肉 ヲ食 フ トハ恐 シ

穿山甲は呆れ、はや しながら、その場を逃げ キ者 畠 ト嘆ジツツ逃ゲテ行ク rタブサツグ」ハ

たc r自分の胆を食ふ とは馬鹿 な奴だ」猿は

なんのことか、わけがわからず、ぽかんとし

てゐた0

不思議ノ事ヲ云フモノ ト

ll 17 4 翌 日、山径で境と穿山甲とはまた行きあった

。穿山甲は接の姿に気づくと、あわてて逃げ
だ さうとした0 しか し、その背に按はやさし

く呼びかけた0 「きのふのことなんて、俺は

なん とも思 ってないよ。 もう、お互ひに仲善

くしよ うではないか…。 けふは二人で木の実

で も採 りに行くか」

(吾亥当箇所なし)

12 17 4 すすめられ るままに、穿山甲は境のあとか ら 同上 今 ヨリ二人ニテ山ニ行キテ木ノ実ヲ採ラン ト訴

～ ついて、林のなかへ入った0 巨きな樹の枝に ヒシニ 「タブサツグ」モ同意シテ共ニ山ニ行キ

175 赤い実がいっぱい、なれ るだけなってゐた0 タリ見 レパ大樹ア リ其実熟シテ今 ゾ食フベキ時

猿はその樹によぢ登った。猿は、 うれ しさう 期ナ レバ 「タブサツグ」早速樹枝ニ登 リテ其実

な声をだ しながら、かたはL からその実をも ヲ食シ嬉々 トシテ共味オ美ナルヲ賞玩シケルニ

いで食べてゐる0 穿山甲は枚慢ができなくな 下ニ止マ レル rアルム」ハ耐へ兼ネテ我ニモー

つた0 恨 めしさ うな声をだ して、地上から上 ツ好キ物 ヲ与へ ヨト乞ヒケルニ 「タブサツグ」

をふ りあふいだ。 rおーい、俺にもひとつ落 ハ云フヤ ウ汝ハ既ニ家ニ帰 リシ ト思 ヒシニ未 ダ

してくれ よ。殺生なことをするな」まぶ しい 樹下ニ居ルヤヨシヨシ今甘キ物ヲ見ツケテ遣 ラ

空の色に、大きな枝がつき出てゐてそこに猿 ン ト- ツヲ取 リ股間ニ挿シテ投ゲヤ リス 「アル

が腰かけてゐた。 「なあんだ、まだ、そ こに ム」ハソヲ受取 リテ食パ ン トス レパ臭気酷シク

ゐたのか」初めて気がついたや うに、猿は答 思ハズ臭シ臭 シ ト叫 ビシニ 「タブサ ツグ」ハ上

へ、木の実をもぐと、股の間に入れ、それか

ら、地上 に落 してやった。穿山甲はその傍に

、 口を寄せて行ったが、たちまち叫んだ r臭
い ! たまらない !」頭上か ら噸笑する猿の声

が聞えてきた。穿山甲は腔がたった。 しか し

、きのふの こともあるので、我慢 してゐた。

ニテ珂々 ト笑ヒシ トナン
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間もなく、猿は樹の幹をすべり降りてきた.
按と穿山甲と連れだって、人間の家に遊びに

行った。その家には若い後家の女が寂しく独

り仕ってゐる。女はなれなれしく猿のそば-

寄ってきた。穿山甲を顧みようともしない.
猿は得意になりこれ見よがしにふるまった。

穿山甲はくやしかった. 「哀れな検め、お前
は人間とキソジュすることもできないくせに

-」穿山甲ははやしたてた。はづかしめられ

て猿と女とはまつ赤になった。女は膿を立て

、傍らに在った棒ざれをひろふと穿山甲を家

から追ひ払った.穿山甲はその場から逃げ去

った。ひとりでいい男がり、按は得意な気も

ちになってゐた。しかし、間もなく、ふっと

気がついて見ると、股間はいちめん赤い血で

染ってゐた、いつの問にかあるべきものをち

ょんざられてゐたのである。猿は大に恥ぢ、

まつ赤になって、林のなか-と逃げこんだ。

其ヨリ二人社二帰り今日ハ婦女ノ許二到リテ遊

バント約シ夕方二人ニテ一人ノ女ノ家二赴キシ

ガ女モ何時モノコト、テナレナレシク猿ノ側二

寄リタレパ穿山甲ハタマリカネ猿ヨ汝ハ「キソ

ジュ」スルコト出来ザルニト云ヒシニ猿ト女ハ
腹ヲ立テ何ヲ云フゾ汝ノ如キモノニ誰力恋スル

モノゾト侮辱シタレバ穿山甲モ居タダマラズ其

場ヲ去リテ逃ゲタリ其ヨリ横ハ腰掛二腰ヲオロ

シテ休マントスル機ニフト股間ヲ見レバー面二

血二染マリアリコハ不思議ヨト唾ヲ吐キッツ触

り見レバ皐丸ナシ接モ其ヲ知リテ大二恥ヂ其侭
走り去レリトナン

『太陽征伐』第2話の「穿山甲と猿」は、 『蕃族調査報告書』の中で「太

陽征伐」と同様、各族に共通して伝えられている話である。地平の話は、お

おむね三族の原典から摘録して構成したと考えられる。第1節は、獅設族の

穿山甲は神様の腰掛けだったという話によったものであるが、作品　r穿山甲

と猿」そのものは、曹族の穿山甲と猿の知恵比べの話を中心にしたものであ

る。最後の12節は、排湾族の「穿山甲ト猿」の話から、猿が人間の後家の

女性を訪ねる部分を取り上げて構成したものである。この構成は、地平がも

ともと第5節から第11節までは、原典の話に拠ってそのまま記録した上で、

第1節の「穿山甲ノ話」と最後の第12節を意図的に付け加えた作品である

ことを示している。よって、原典に該当箇所が見あたらない第2、 3、 4節は、

第1節の話をつなぐために書いた段落であり、本作晶の主な筋に大きな変化

はもたらしていない。

「穿山甲と猿」の話に付け加えられた第1節は、以下のように短い説であ

る。

むかし。穿山甲は神さまの腰かけだったのである。しかし、鱗が

あるので、神さまは、 「お尻がいたいよ、いやだよ」とおっしやつ
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て、おやめになってしまった。 17

これは、神と動物とが対話可能な世界での出来事であり、神話の大きな特

徴ともいえよう。末尾につけ加えられた第13節は、以下引用するように、

猿が人間の女性と仲良くなるが、自分が章丸を失ったことに気づき、逃げて

しまった話である。これもまた、日常を共有するほど動物と人間の距離が近

く、両者のコミュニケーションが成立してしまう非現実的な話である0

猿と穿山甲と連れだって、人間の家に遊びに行った。その家には

若い後家の女が寂しく独り住ってゐる。女はなれなれしく猿のそば

-寄ってきた。穿山甲を顧みようともしない。猿は得意になりこれ

見よがしにふるまった。穿山甲はくやしかった。 「哀れな猿め、お

前は人間とキソジュすることもできないくせに一一」穿山甲ははや

したてた。はづかしめられて猿と女とはまつ赤になった。女は腹を

立て、傍らに在った棒ざれをひろふと穿山甲を家から追ひ払った。

穿山甲はその場から逃げ去った。ひとりでいい男がり、猿は得意な

気もちになってゐた。しかし、間もなく、ふっと気がついて見ると、

股間はいちめん赤い血で染ってゐた、いつの問にかあるべきものを

ちょんざられてゐたのである。猿は大に恥ぢ、まつ赤になって、林

のなか-と逃げこんだ。 18

猿は人間の後家の女に近づいたが、畢丸を失っていたので、 「人間とキソ

ジュすることもできない」と穿山甲にはやしたてられた。そして、猿自身は

このことに気付き、 「大に恥ぢ、まつ赤になって、林のなか-と逃げこんだ」 0

こうして皐丸を失うことは、男性性を失うことと繋がっている。

この話では畢丸と男性性とが深くかかわっていると暗示しているにもかか

わらず、次の「巨人伝」の巨人は、皐丸を抜かれてもなお婦女を姦してしま

う人物である。
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(3) 「巨人伝J

【比較表(3) 】 『太陽征伐』 - 「巨人伝」と『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 巨 人 伝

巻

頁

鰭

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 176 む か し。 管 z % 昔 或 男 ア リケ リ体 甚 ダ短 小 ニ

阿 里 山に たい へん 体 の小 さな男 が ゐた。 い つ 族 ヲ 抜 シ テ社 ノ笑物 タ リシカパ 両 親

も部 落 の仲 間 た ちに 侮 られ てゐ るので 、本 人 】侶 キ テ モ痛 ク心 ヲ悩 マ シ如 何 ニモ シ

は も とよ り、 両親 た ち も、 ど うか し身長 をの 一、- 大 男 テ身 長 ヲ延 バ サ ン ト苦 心 シケ

ば して や りた い と考 へ てゐ た。 豚 の体重 を増 lCD トナ リ然 ニ 杜 人ハ 時 々豚 ノ 皐丸 ヲ

さ うと思ふ とき部 落 で はそ の奉 丸 を抜 くの が リ シ 抜 キテ 体 畳 ヲ増サ シムル コ ト

普 通 で あ る0 その 習慣 か ら思ひ つ いて 、あ る a アル ヨ リ彼 ニモ其 術 ヲ施 サ ン

日、 彼 の母 親 は彼 に そ の手 術 をほ ど こ して み トテ 母 ナル 人 ハ或 日彼 ノ皐 丸

たe ヲ抜 キ取 レリ

2 1芯 み るみ る うち に、 背 だ けが のぴ 、体 重 が加 は 同上 彼 ハ ソ レ ヨリ数月 タタ ズ シテ

つ て き た0 半歳 た た な い うちに 、槍 の梢 よ り 忽 チ 大 男 トナ リテ 其頭 槍 ノ梢

も高 た。 た とへ ば 、獣 で もさが さ うと思 ふ 時 ヨ リモ 高 カ リキ偶 々 猷 ヲ探 サ

は 、 二 つの 山月旦に脚 をふ ま へ渓 谷 にま たが り ン トス ル時 ハ 裕ニ 跨 リ両 側 一

、 両 側 の革 を か きみ だす 0 す る と、獣 た ちは 帽 ニ潰 シ殺 シタ リ斯ル 大 男 ナ

、 あ わ てて 谷間 に とび だ して くる。 彼 は股 の レパ 家 ニ帰 ル コ ト能 ハ ズ常 ニ

下 に逃 げて き た獣 を ひっ つ かみ に捻 りつぶ す 山 ノ洞 穴 ニ起 臥 シ母 ナル 人 ハ

、 といふ わ け であ る0 五 体 が巨 きい の で、 住

まふ べ き家 もない0 山根 の 洞穴 に寝 起 き し食

物 は 毎 日母 が家 か らは こん で くる こ とにな っ

た 0

日々食 物 ヲ持 チ運 ピケ リ

3 177 そ れ で 足 りな い とき は、 部 落の他 人 の家 を訪

ね て ゆ く。 さ うい ふ と き、 大鍋 に 肉を 山盛 り

に 盛 っ て饗応 しな い と大 変 であ る。 暴れ ま は

っ て 、家 か ら家 財 か ら叩 きつぶ して しまふ。

部 落 の人 た ち も彼 の 姿 を見 かけ る と、逃 げ隠

れ るや うに なっ て ゐ た。

( 官亥当箇所 な し)

4 17 7 もっ とも、部 落 の た めに ま る き り役 にた た な タイ / 、ノレ 昔 パ ル ス ト称 スル 巨 人ア リテ

い か と言 ふ と、 必ず しも さ うば か りで もな か ヤ ル スノ 巨大 ナル ー 物 ヲ所 持 シケ リ環

うた。 なが 雨 で河水 が 氾 濫 したや うな と き、 族 話 雨ニ テ 河水 一 時ニ 氾濫 スル 折

人 は彼 に頼 んで 、 陽物 を橋 と し、そ の上 を わ 前 編 ニハ 仕 入ハ 彼 ヲ呼 ビテ其 一物

た っ た0 まp ヲ倍 リテ橋 トセ リ

5 177 しか し、 巨 人は 女 の場 合 は黙 っ て、 首尾 よく 同と 然 ル ニ 男 ノ渡 ル ヲ見 レバ ー物

向 ふ岸 にわ た してや るが 、 それ が男 の場合 で ヲ震 ハ シテ 河 中ニ 墜 ス コ ト度

あ る と、 時折 だ しぬ けに 橋 をゆ さぶ って 、激 々ナ リシ ガ女 ノ時 ハ決 シテ斯

流 に堕 した りす るの であ る。 ル コ トナ ク首 尾 ヨ ク彼 岸 ニ 渡

ス ヲ常 トセ リ
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6 177 また女が畑で野良仕事 をしてゐ る時などは ( タイ ノ、 杜ノ婦女ヲ誰彼 ノ差別ナク姦

十八字空 白) その場で殺 され る女もす くなく ヤル ′レ スルニ至 レリ杜人モ其ヲ知 リ

なく、この巨人の噂を聞 くだけでも、女子供 族 ス テハ捨テ置キ難ク

は、懐へあがるくらゐであった0 次第に部落 前編 ノ

ぢうの、鼻つまみになってきた0 他人ばかり

ではない0 日分 自身も、その巨 きな体に自己

悪強を感 じるや うになってゐた。

3Z3 請

7 173 「こんな生れもつかぬ大男になって しまった 管 畢 丸 元来斯 ノ如キ大男 トナ リシバ

のも、もとはと言へば、母のせゐだ」ある時 族 ヲ抜 全ク母 ノ為ナ レパ母 コソ憎ケ

、彼は考へた0 そ して、食物 をはこんできた 1〔B キ テ レ トテ或 日母 ノ来ル ヲ見テ忽

母親をひ とひね りに殺 して しまった0 か うし 一、.′ 大 男 チ双手ニテ頚 ヲ締メシカパ母

て親殺 しの大罪 まで犯 したが、家人はおろか 皿 トナ ノ、忽チニ窒息セ リ斯ル親殺 ノ

、部落の若者たちも彼 をどうす ることもでき リ シ 大罪ヲ犯セ ドモ家族ハ愚カ杜

なかった0 その馬鹿力の前には誰 も手だ しが 請 ノ壮丁等モ如何 トモスルコ ト

できないのである。 能ハズ其憶打チ捨て毘キアイ

シガ

8 lib ある時、他の部落の凶蕃たちが部落に来襲し 同上 戎時凶蕃来 リテ彼 ノ足ヲ射 タ

たことがあった0 凶蕃たちは洞穴に寝てゐる リシカパ仕入ハ之 レ幸 ト思ヒ

巨人を見つけるとびっくりして、がやがやさ シモ東 ノ問ニテ凶蕃ハ反 リテ

わいでゐたが、間 もなくてんでに矢をつがへ

ると、穴か らはみ出てゐ る巨人の両脚 をめが

けていっせいに放ったe 数十本の矢が彼の両

脚につきささつた。遠まきに して眺めてゐた

部落の若者たちは、考へた。 「こん どこそは

、さすがの大男も参るだらう」しか し、彼は
のそ りと起 きあがったかと見ると、けろりと

した顔で、脚にささつてゐ る矢を抜いて しま

った。そ して、凶蕃をかたつぱ L か ら、もみ

つぶ して しまった0

殺サ レタリサ レド

9 179 しか し、その巨人 も、間 もなくあ るとき病に 同上 其後病 ニ羅 リ棺ヤ弱 リタル時

かかって しまった0 ひどい熱が出、体ぢう湯 百匹ノ熊来 リテ彼 ヲ喰殺セシ

気で も吹 きだ しさうにまつ赤になった。さす

がの巨人 も今は弱 りはて、洞穴のなかに横に

なったまま、 うなってゐた0 丁度そこへ、た

くさんの一百匹近 くもの熊が、群をなして現

れた。熊 たちはたちまち彼を襲ひ、喰ひころ

して しまった。

トナン

第3話r巨人伝」は、中心を曹族の「章丸ヲ抜キテ大男トナリシ話」に拠

り、またタイヤル族の「パルスノ話」を加えた物語である。 「畢丸ヲ抜キテ

大男トナリシ話」の筋は、次のようなものである。 -元々体型の小さな男

があり、村の笑い者にされている。母親は村で豚に施す方法に従って、男の

章丸を抜き取って、大男にしようとした。数月経たないうちに、彼は大男に
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なった。身長が槍の梢より高くなって、獣を探そうとする時は渓谷を跨り、

逃げて出てくるものをさらって潰し殺す。このように大きくなった以上家

に帰ることもできず、常に山の洞穴に起居し、母親に毎日食べ物を持ってき

てもらう。しかし男は、このような大男になったのはすべて母親のせいだと

憎んでいたので、母親の頚を締めて殺した。男は親殺しの大罪を犯したが、

家族も部落の壮丁も何もできなくてそのままうち捨て置くしかできなかっ

た。ある日凶薯が来て彼の足を射た。それを見て、社人は幸いだと思ったが、

彼は凶薯を殺した。その後病気に罷って少し弱くなった時、百匹の熊が来て

彼を喰い殺した。 -

rパルスノ話」は、タイヤル族の各部落で広く伝えられているものである。

この「パルス」は、ある族の神話ではもともと巨人とされ、ある族の神話で

はただ大きな陽物を持つ男とされる。これらの伝承に共通するのは、 「洪水

の時、社人に頼まれ陽物を橋として渡す。女なら首尾よく渡すが、男なら括

らして落とす。好色漢なので機織る女を見たら姦殺するから社人は捨て置き

がたく、焼き石を呑ませて殺した」というストーリーである.

これら二つの原話の内容は明らかに異なる。畢丸を抜かれる男は、自分の

異常な大きさにコンプレックスを抱き、それは心の消えない暗い影となって

いる。他方、大きな陽物を持つパルスは、自分の異常な大きさに何の屈託も

なく、平気で悪いことをする。しかし地平はこの二つの話を一つの新しい話

「巨人伝」にまとめた。

この新しく作った話において、畢丸を抜かれた大男はそのコンプレックス

で母親を殺した上、多くの婦女を強姦して殺した、とんでもない悪漢とされ

ている。しかし村の人は洪水が来た時、平気で人を殺したりするこの蕃漢に

陽物を橋とするように頼む。悪漢の大きな体は多少、村に貢献できるようで

ある。しかし陽物を橋にする時、女なら首尾よく渡すが、男だったら揺らし

て落としてしまうような、決して他人の言うままにするおとなしい人物では

ない。しかしながら、 「次第に部落ぢうの、鼻つまみになってきた」巨人は、

「他人ばかりではない。自分自身も、その巨きな体に自己悪強を感じるやう

になってゐた」と、自己反省した上、どうやら深いコンプレックスを抱き、

自己嫌悪に陥ったようである。
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現実的に考えれば、巨人の性格描写に不一致なところも見られるが、これ

は二つの異質な神話を一つの神話につなぎ合わせたことによる不自然な設定

によるものかもしれない。しかしこの設定によって、人を殺してもなお人間

性と思考力が保たれている一つの楽天的な世界が現れたとも思われる。一方、

多くの女性を強姦し、大きな陽物を持つ巨人の男性性は、強すぎるほど鮮明

である。 「穿山甲と猿」の話で示された皐丸と男性性の関係は、いくらか矛

盾する部分もあるが、いずれもエロス的に感じられる神話であろう。

さらに第6節には、以下のように、当時の検閲によって伏せ字にされた部

分がある。 「また女が畑で野良仕事をしてゐる時などは(以下十八字空白)

その場で殺される女も少なくなく」と、女性に性的な暴力をふるうような筋

が潜む部分である。この伏せ字部分は、戦後再収録した『太陽の眼』に「そ

の大きな陽物をのばしていたずらする」と書かれている。戦前に伏せ字にさ

れた部分をそのまま復活したかどうかは不明である。だが、伏せ字にされる

ことによって、当時の読者の想像力は却って残虐な面と性的な面にかきたて

られた可能性もあるだろう。

(4) 「女の国」

【比較表(4) 】 『太陽征伐』- 「女の国」と『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 女 の 国

巻

頁

題

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 17 9
む か し。あ る男 が河 岸 に仔 ん で、魚 を とっ てゐ たが 阿 鯨 ニ 昔 一人 ノ男 ア リキ一 日漁ニ 出

、脚 を踏 み 外 して流 れ に落 ち た。激 流 にお しな が さ 局 呑 マ テ過 リテ河 ニ 落 チ流 レテ梅 ニ

れ 、男 は間 もな くつ ひ に海 に 出て しま った 0 大 声 を 族 レシ 出 テシ ニ鯨 来 リテ男 ヲ看 ミヌ

あ げて 、救 ひ を もと めた が、辺 りに は人 影 ひ とつ な 74 男 ノ

く、 応 へ るの はた だ岸 うつ浪 の音 ばか りであ っ た0

運 を天 に まかせ 、は て しな い海原 をただ よって ゐ る

と、間 もあ く、大 きな鯨 がや っ て きた0 鯨 は彼 をひ

と呑 み に して しま った 。

話

2 18 0
しか し、 しば ら くす る と、鯨 は排 壮 した か ら、男 は 同上 然ル ニ コ ノ鯨或 島 ノ側 ヲ泳 キ

糞 と と もに、再 び海 の なか にな が し出 され た。ふ っ 居 リシ ニ偶 々 大便 セ シ カハ 男

と、傍 らに緑 に つつ まれ た小 さな島 が浮 ん でゐ るの ハ糞 ト共 ニ 出 テテ 其 ノ 島ニ 泳

が眺 め られ る0 必死 に なっ て、男 は 島に 泳 ぎつ いた キ着 キ ヌ
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3 1 80
それはをか しなところで、女ばか りが住んでゐる島 タイ カ 昔カワワン ト称スル所ニ河風

であった。太陽が脹 らかに照 りわたって、潮風が肌 ヤ ル

族

前編

ワ ヲ畢 ミテ子ヲ産ム珍 ラシキ女

にこころよい 日、女たちは海岸に出、断崖の石にま ワ 人ノ ミノ杜ア リケ リ

たがって存分に風をうける0 すると、ひとりでに畢 ン

んで子供を産む0 32 4 ノ

請

4 180
産む子といふ産む子はすべて女なのである。鯨から

排他 された男が、海岸にたどりつくと、ひとりの女

が遊んでゐたe

(吾亥当箇所な し)

5 180
見なれぬ異様な姿の人間が 自分のまへにたちはだ タイ カ 然ルニ婦人ハ其男 ノ股間ニ異

かった とき、女はびっくりして しまった。しば らく ヤ ル

族

前編

32-4

ワ 様 ノ物 ノサガ リアルニ気 ヅキ

の間はあきれたや うに、口もきかずに、男の体を眺 ワ チ

めてゐた。 ン

ノ

請

6 18 0
島に住んでゐた女たちが続 々男のぐるりに集って 同上 其態 ヲ見居タル ケワワンノ者

きた。 (五字空白) 無体 ! と思ふが大勢に気おされ 共 ノ騒ギハ一方ナ ラズ我モ手短

てど うにもならない0 男は間もなく弱 りはててしま モ ト珍ラシキ男ノ側ニ寄 リ来

つた。 リ手 ヲ引キ足ヲ トリ妾ニモ試

ミサセ ヨ ト無理無体ニ陰茎ヲ

握 リテ股間ニ挿入シ中ニハ泣

クモア リ笑フモア リ斯 クテ数

人ヲ試 ミシニ男ハ早ヤ勢力尽

キテ

7 18 0 そ こへひ とりの齢老いた女がやってきた0老女は自 同上 遅 レテ来 リタル一婦人ノ云フ

～ 分だけがひ とり取 りのこされたのを恨み、鋭い鎌で ヤ ウ数多 ノ中ニ妾一人ヲ残ス

18 1 男の (二字空 白) をき りとってしまったe トハ侮辱スルモ程 コソアレコ

ノ恨 ミ報イデ置 クべキカ ト急

ギテ家ニ帰 リシガ塘テ再 ビ出

デ来 リ小刀モテ男 ノ陰茎 ヲ根

元 ヨリブ ツツ リト戟 リ取 リテ

8 18 1
そ して、男を竹垣 を幾重にもは りめ ぐらした小屋の

なか にお しこんでしまった。その後は、食事時がき

ても男が木の根や草の根ばか りしか与へ られない

のである。

(該当箇所な し)

9 18 1
いつぱ う老女は、乾 したものを珍重 してゐたが、あ タ イ 蝣f} 数 日後ニ彼ハ ソヲ取 リ出シテ

る日、木の枝 にかけてゐた ところを海鳥のために接 ヤル ワ 日ニ晒シ乾カサン トテ木ノ枝

はれ てしまった老女は島での物笑ひの種 となった。 族

前編

324

ワ

ン一

ノ

請

ニ掛ケシニ鳥来 リテ稽 ヒ行 ク

彼ハ悔メ ドモ今更詮術モナク

呼べ ドモ鳥ハ来ラズ迫へ ドモ

及バズ泣ク泣 ク家ニ帰 リタ レ

パケワワン杜ノ者共皆々 ドッ

ト笑 ヒケ リ

10 18 1
かくて、十年ばか りもたったが、或る日女たちが、

小舎の傍らでさささやいてゐるのを男は聞いた。 「

(該当箇所な し)

-94-



あしたは豚を屠 ることにしよう」頬に思ふや う、 r

この島にはほかには一匹の豚 もゐそ うにはない0ひ

ょっとしたら、自分を殺すのではないだらうか0 」

今は、一刻も猶予すべきではなかった男は小舎をや

ぶつて、海岸へ とのがれ出た0 しか し、もちろん、

海辺には一腰の船の姿も見えは しない。男は途方に

くれた0

ll 18 1 すると、間 もなくであった0 だ しぬけに、断崖の下 阿 鯨 ニ 男一 日海岸ニア リシニ一匹 ノ

～ に大鯨の背が浮びあがった。鯨 は言ったe r俺の背 局 呑 マ 大鯨来 リテ汝ヲ故郷ニ伴 ヒ帰

182 に乗れ。故郷へ連れ て帰ってやら う」碧欄を蹴 り、 族 レ シ ラン (略) 遂ニ故郷ノ海岸ニ着

一瞬千里、鯨はたちまち故郷の岸連 に着いた。 74 男 ノ

t&

ク

12 18 2
故郷の部落についてみ ると、山川草木まった く変 り

はてて、見 るもの、聞 くもの、すべて これ新である

0 いとしい妻子がよろこび迎へてくれるだ らうと、
期待 して帰った、なつか しいわが家にはまるで兄も

知 らぬ人が住つてゐる0部落の どこに も親戚故 旧だ

れ一人 として しるもの もゐないのである0 さすがに

呆れはてて、と り巻く部落の人たちに 自分の経験 し

てきた事情を詳に語 ると、人人もや うやく合点する

ことができた0某 と呼ばれる部落の男が河に落ちて

、行方不明になった ことは柾かに聞いてゐる0 しか
し、それは昔むか しの出来ごとで今彼の家に住まっ

てゐるのは、その男の五代の孫であるといふ返事で

あった0

(該当箇所な し)

「女の国」とは、ある男が鯨に飲みこまれた後に排壮され、女ばかりの島

に着いたという筋からなる話である。その粗筋を示す。 -多くの女に囲ま

れた結果、男はすっかり弱くなった。そこに男と一緒になれなかった老女が

来て、男の陽物を切った。老女が切った陽物を干していた時、海鳥に擢われ

て島の物笑いの種になった。一方、監禁された男は十年後に、殺される危険

を感じて自力で脱出した。海岸に行ったら一頭の鯨が出てきて、故郷まで連

れていってくれた。しかし故郷はすっかり変わっており、自分の家に住んで

いるのは、自分の五代あとの孫であるといわれた。 -

この話も「巨人伝」と同じく、地平は異なる話の合併を試みている。一つ

は阿眉族の「鯨二呑マレシ男ノ話」で、鯨に呑まれた後、排推され、孤島に

着いた男が、また一頭の鯨に背負われて故郷に戻り、鯨に餅と自鶏の供えを

要求された話である。すなわち「女の国」の第1、 2節と第11節に当てはま
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る部分であるO　もう一つの話は、物語の中心となる「女の国」についての話

である。地平はタイヤル族の「カワワンノ話」を参照したと思われる。彼が

創作した第4節、第8節は、各節をつなぐ機能をはたしている。注目される

のは、原住民の口承伝説で、年月の経過につれて暖昧化されていた「時間」

を、地平が「十年」とはっきり定めたことである。島での十年は普通の部落

の十年ではなく、自分の五代後の孫と同時代に当たるというのである。これ

によって、結末の第12節と呼応して、 「女の国」という異質な空間で、時

間も歪んだことが明らかにされている。

この設定は、地平がこの神話集に施した最大の工夫だと考えられる。しか

し創作とはいえ、この歪んだ時間の設定は中国や日本の民間伝承によく見ら

れる筋であり、それほど新鮮な発想でもない。 「女の国」の住人皆が「断崖

の石にまたがって存分に風をうけ」 、一人で孝んで子供を産む話と類似の観

念も各国の民間伝承にも見られる19。

その影響か、原話の中ではただ「子ヲ産ム」と記されるだけで、産まれた

子の性別についての記述は見られないが、地平は自分が創作した第4節で、

「産む子といふ産む子はすべて女なのである」と「女の国」の存在を合理化

している。

(5) 「牝猿」

t比較表(5) 】 『太陽征伐』- 「牝猿」と『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 牝猿

巻

頁
題
名

『蕃族調査報告書』

昔一 人 ノ男 ア リケ リ出 猟 スル モ胆

ハ 一 度 モ持 チ 帰 ラザ レパ妻 ハ 不思

議 ニ思 ヒ

1 lS 三 むか し0 あ る とこ ろに 、猿 を情 人 とす る変

りもの が 住ん で ゐた。 山へ狩 に 出か け、 暇

を 見て は 猿 と会 ふの を たの しみ に してゐ る

の で あ る0 狩 か ら帰 っ て きた とき、 この 男

は ただ の 一度 も胆 を もって帰 って きた こ と

が ない 0
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2 1g 3 妻 はいぶか しく思った。 「どうして、胆を 武 猿 如何ナ レバ胆 ノミ何時モ取 リ除 ク

もっては帰 らないのですか。家でいっ しょ s ト ヤ家ニ帰リテ食スルモ ヨカランモ

に食べるわけにはゆかないのですか」 しか 族 m ノヲ怪シキハ夫 ノ仕業 ヨト怨 ミ且

し、夫はてんで とりあは うとしない。あま 節 リ ツ疑 ヒツ、或 自失ノ後 ヨリ頼カニ

りをか しいので、ある日、妻は夫のあ とを 梶 シ 追跡セシニ

つけてみた。 m 男

ノ3 】お 山に入った夫は、声だかく呼んだ。 「アヌ 夫山ニ入ルヤ rアヌーイヌアポー

ーイヌー、アポー」すると、たちまち辺 り 節 S」 」 ト声高ニ叫プ面白キ事ヲ云フモ

の樹の枝か ら一匹の牝猿が嬉嬉 として降 り 75 ノカナ ト暫シ様子ヲ覗へバ一匹ノ

てきた。そ して、夫が さしだした胆 をとつ 牝猿出デ来 リ夫 ノ手 ヨリ阻 ヲ取リ

て うまさうに食べたe テ食 シ蝶テ (両人重ナ リ合フ)

4 18 3 あきれはてた妻はいつ さんに駆けて家に帰 妻モ呆レテ物 ヲモ云へズ其侭家ニ

一、-. ると、夫の衣 をまとひ、】本の針をもって 帰 リ一本 ノ針 ヲ損へテ再ビ山ニ赴

LSI 、もとの場所へ と行った4 夫は山林ふかく キ元 ノ所ニ著 クヤ 「アヌーイヌ、

狩 に行ってゐるらしい0 要は夫の声に似せ

て、 rアヌーイヌ、アポー」と叫んだ0 牝

猿はすぐに降 りてき、彼女の傍 らによりそ

ってきた。

アポー」 ト叫ビシニ

5 l& l 男が来たと思って喜んでゐる牝猿の体に、 猿ハ男ノ来 リシコ トト思ヒテ飛 ビ

女は隠しもつてゐた針を鋭い勢ひでさした 出デシヲ妾ハ針ニテ接ヲ刺シ殺シ

。.あくる日、夫は うち L をれた姿で帰って 其屍 ヲ家ニ運 ビテ隠シ置 キヌ翌 日

きた。 夫ハ山ニ行キテ猿 ヲ呼 ビシモ来タ

ズ如何ナ レバ今 日ニ限 リ来ラズヤ

不思議ヨ ト家ニ帰 リシニ

6 18 4 妻は言った0 「けふは、あなたの牝猿はゐ 妾出シヌケニ今 日ハ猿ハ居ラザ リ

なかつたでせ う。 ほら、そこにゐますよ」 シナラン物モアラワニ猿 ト契ル ト

見 ると、そこには牝猿の屍がなげだされて ハ何事ゾ男ノ恥辱ナラズヤ汝 ノ情

ある。夫ははじめて、永い間の悪夢がさめ 婦ハ此所ニアリ トテ猿ノ屍ヲ引キ

た。夫婦なかは、ふたたびむつま じくなっ

たe

ズ リ出シテ夫 ヲ戒 メケ リ

「牝猿」は、猿と結ぶ男がおり、そのことが妻にばれたという話である。

原話の武茶族「猿ト契リシ男ノ話」をそのまま口語訳したような内容となっ

ている。男が猿を呼ぶ時の「アヌーイヌ、アポ-」も原典のままである。た

だ、男が動物の月旦を牝猿に食べさせて、 「二人重ナリ合ウ」という一句は省

かれている。

反対に、地平によって付け加えられた部分もある。男が牝猿と交合するこ

とについて彼は、原話にはない男の心情描写を「猿を情人とする変りものが

住んでゐた。山-狩に出かけ、暇を見ては猿と会ふのをたのしみにしてゐる

のである」と付け加えた。原話ではただ、妻が「猿ノ屍ヲ引キズリ出シテ夫
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ヲ戒メケリ」で終わったのに対して、地平は「夫ははじめて、永い間の悪夢

がさめた。夫婦なかは、ふたたびむつまじくなった」と付け加えている。後

述するが、このような省略と付加の工夫は、神話に基づいて楽天的な南方像

を築くと同時に、詩的な表現効果を狙ったものだと考えられる。

(6) 「雷神キワイ」

【比較表(6) 】 『太陽征伐』- r雷神キワイJと『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 雷 神 キ ワ イ

巻

頁

題

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 lS l む か し0 あ る家 に ジ ワイ と呼 ばれ る美 し タ ih- 昔 キ ワイ ト称 スル 雷神 天 ヨ リ降 り給 ヒテ

い 娘が ゐ た0 雷 神 のキ ワイは 、天 空 を和 イ 神 ジ ワイ ト称 スル 或 家 ノ娘 ヲ襲 リ給 フ

け てゐ る うちに 、 この 娘 に眼 が とまっ た ヤ キ

。 キ ワイ は美 しい若 者 に化 け 、 下界 に 降 ノレ ワ

りて くる と、 ジ ワイ に 結婚 を申 しこん だ 族 イ

。 ジ ワイ も秀 既 な若 者 の 姿 を見 る と、 た 後 ノ

ち た ちの ぼせ あ がっ て しまひ 、結 婚 を承

諾 した 0 二 人 は 夫婦 に な り、 キ ワイ は そ

の家 の 入 り婿 となっ た0

編

170

請

2 lB5 あ る 日、 キ ワイ は姑 に む かつ て言 っ た。 彼或 日姑 ニ 向 ヒ今 ヨ リ畑 ニ 出デ テ 開墾 セ

～ 「これ か ら、 山 に でて 開 墾 しませ う」 「 ン ト思 フ ガ我 ガ 家 ノ 山ハ 何 レナ ル カ ト尋

187 ぢや あ、わ た しも婿 殿 に加 勢 しませ うか ヌ姑 モ 大 に喜 ピ ソハ ヨキ 心 ガケ ナ リ山ハ

な 」姑 は大 喜 び で キ ワイ を 山に案 内 した ア ソ コ ト指 示 シ ツツ妾 モ 共 に行 キ テ助 力

。 山 につ く と、 キ ワイ は謙 も鍬 も もたず セ ン トテ ヒタ ヒ タ ト後 ヨ リ従 ヒ行 キ シニ

、 ただ 、林 の ま ん なか に 、つ つ た って ふ 彼 レ山 ニ到 ル ヤ 鎌 ヲモ 手 ニセ ズ 鍬 ヲモ 持

ん ぞ り返 った ば か りで あ った0 そ して 、 タ ズ林 ノ真唯 中ニ 立チ 棺 棺 ソ リ身 トナ リ

胸 もや ぶれ よ とばか りに 息 を吸 ひ こん だ テ胸 モ 裂 ケ ンパ カ リニ 気 息 ヲ吸 ヒ ソレ ヨ

か と思 ふ と、 向 ひの 山肌 にむ か つ て、 力 リ大 声 ヲ 発 シケ ル ニサ シ モ哲 々 タ リシ森

いっ ぱ い 、そ れ を吐 きだ した0 た ちま ち 林 モサ ナ ガ ラ暴 風 ニ吹 キ 荒マ レシ 如 ク皆

辺 りい っ ぱい 繁 りに繁 っ てゐ た樹 木 は 、

ま るで 、暴 風 に吹 きま くられ で も した や

うに、 一本 残 らず 根 こそ ぎに たふ れ て し

ま った 0

倒 レ
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つづいて、キ ワイが息を吐 くと、たふれ 二度 目ノ気息ニハ倒 レクル樹木皆飛 ビ上

た樹木ははね とぱされ、向ひの山裾にき リテ付近 ノ叢中ニバネ去 リヌ斯クテ彼ハ

れいに積み重ねられて しまった。驚き、 徐徐ニ托 ノ中ヨリ夕顔、瓢、胡瓜 ノ種ヲ

あきれ てゐ る姑 を尻 目に、キワイは緒の ツギツギニ取リ出シテ耕地挟シ ト一面ニ

なかか らエフガホ、ヒョウタン、キウリ 播キ始メタリソヲ見タル姑 ノ驚キ限 リナ

の種をつかみだ して、耕地せまL とばか ク斯カ リ物ハ如何パカ リアル トモ何ンノ

りまきつけてゆく0 いくらか、怒つたや 役ニモ立 タザルモノヲ稗カ黍カナ ラパイ

うな顔 つきを して姑は言ったe rキビか ザ知ラズ余 リノ愚カサ ヨト小言ヲ言 ヒシ

、 ヒエならばだが、こんなものを、どれ ニ婿ハニッコ ト笑ヒナガラ母上ヨ心ナ痛

ほどまいて も役 にたたん ぢや ないか」 し メ給 ヒソ ト手ヲ振 リテ打チナダメ急ギ家

か し、キワイは笑 ってゐて、母親の相手 ニ帰 リソレヨリー二度草ナ ド取 リシ程ニ

にはならなかった。 早ヤ夕顔ハ熟 シテ

収穫時がやってきたe キワイはひ とりで 収穫時 トナ リタレバ婿一人畑ニ赴キチタ

畑に行 き、ユフガホ、ヒョウタン、キク 顔、瓢 、胡瓜ノ数々ヲモ ギ取 リ運 ビテ家

リの実をもぎとつて、家にはこぶ と、表 ノ前ナル底ニ列ペシニ姑ハ震 ヒ戦キ斯 ク

のあき地に山とつみかさねた。姑はあき 多 クノ夕顔ヲ妾ハ食 ヒ尽 シ得ズ ト愚痴 ヲ

れたや うに、それを眺め、ひとりでぶつ コポセ シモ彼ハ耳ニ掛ケズ今ニ見 ヨト云

くさつぶやいてゐた0 r妙なものを、 こ ハヌバ カリノ顔ツキシテ庭ニ広ゲテ乾カ

んなにた くさん食べられ るものか」母親

の愚痴 には耳もか さず、キワイはせっせ

と、収穫物を陽 に乾か した0

シタ リソレヨリ数日後乾キタル

五六 日たつ と、陽に乾いた夕顔をキワイ 夕顔 ノーツヲ刀ニテザック ト戟 リシニコ

は家のなかには こんできた。そ して、そ ハ如何ニ中ニハ米 ト粟 ト充満 ス今 ノ今マ

の一つ をとって、刀でわつた。なかには デ小言 ヲ云ヒシ姑モ ソヲ見テ後悔シ良キ

コメと、アワと、 ヒエとがあふれ るくら 婿 ヨト心緒カニ甚ビシガ婿ハ夕顔ノ中ヨ

ゐいっぱい詰ってゐる。姑は前にこぼ し リ粟 ヲ掴 ミ出シテ生ノママニテ食セシヲ

た愚痴のことも忘れて、体ぢゆ うでよろ 見ルヤ又モ呆 レテ思ハズ知ラズ待テ待テ

こんだ0 しか し、間もな くす ぐにまたび 婿殿 ト腕ヲ捉ヘテ制シ生ニテ食セズニ炊

つくりしなければならなかった0 夕顔 の

中に、キワイは太い腕をぬっ とつつ こん

だかと思ふ と、生のまま米 をロには こば

うとするのであ るe 「まてまて、婿殿せ

つかちな。生 とはあんま りぢや、炊いて

食 べてはど うかな姑 はキワイの腕 をお し

とどめ、無理に米を鍬 こ入れさせ ると、

火 の上に載せた0

ゲヨ ト無理ニ鍋二人 レテ炊ガセシニ

間もな く鍋は沸騰 したが、突然であった 間モナ ク大音響 ヲ発シ鍋ハ愚カ家マデモ

。耳 もつぶれるかと思はれるほどの音が 焼失シテ跡ニハ 山芭蕉 ノ薬 ノミ青 々 ト茂

し、鍋は破裂 した、と、見る間に人も家

も跡かたもな く吹 きとぱされてしまった

。家が消えた跡 の稽土色のあき地には、
山芭蕉だけが一本残 ってゐて、その青い

薬 を夕べの風になびかせてゐたe

レリトナン
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「雷神キワイ」も、殆どが原話の、タイヤル族「雷神キワイノ話」のまま

である。例えば、原話の最後の一文「家マデモ焼失シテ跡ニハ山芭蕉ノ葉ノ

ミ青々ト茂レリトナン」は、 「雷神キワイ」の最後の一文でも「家が消えた

跡の桔土色のあき地には、山芭蕉だけが一本残ってゐて、その青い乗を夕べ

の風になびかせてゐた」となっている。両話の類似性は、この比較からも分

かる。これまでの「太陽征伐」 「女の国」 「牝猿」の最終部分に明らかな改

変がみられることと対照的である。だが、これは原話の末尾が詩的描写であ

ることと無関係ではない。

(7) 「老人の恋」

【比較表(7) 】 『太陽征伐』 - 「老人の恋」と『蕃族調査報告書』との比較表

節

名
頁 老 人 の 恋

巻

頁

題

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

1 18 7 むか し。 ボル ボル ンとい ふ老 人が 住 んで ゐ た。な 排 ポ 昔 ボル ボ ル ン ト称 スル ー 人 ノ

～ に ひ とつ 気 の きい た財 産 とて ももつ て ゐ なか つ 拷 ノレ 老 人 ア リキ 巨大 ナル 豚 ヲ所 有

19 0 た が、た だ 一匹 だ け、脂 のた また 、太 った豚 を飼 族 ポ セ リ然 ル マ ル ラバ ノ娘 ハ 如 何

つ てゐ た 、同 じ部落 にマ ル ラバ とい ふ 美 しい 娘が 3 Z3 ノレ ニ モ シテ 其 ノ豚 ヲ得 ンモ ノ ト

ゐ る0 マ ル ラバ は老 人 の豚 がたべ た くてた ま らな 一、- ン 一 策 ヲ案 ジ

い の で あ る。 :B l ノ

請

あ る時 、老人 にね だっ た もの だ。 「あ なた の豚 を 同上 成 田老人 ニ 向 ヒ妾 ノ為 ニ豚 ヲ

、あ た しの た めに屠 っ ては くだ さい ませ ん か 」美 屠 ラズ ヤ ト云 ヒシ ニ 老 人ハ 我

しい娘 を見 る と、老 人 は年 甲斐 も な く、心 が 動 く 意 ニ 従ハ ハ 何物 ヲモ 拒 マ ズ豚

の を かん じた0 「あ あ、いい とも、お まへ さんの ヲ屠 リテ饗 スル 如 キ バ イ トハ

た め な ら‥…..」 と、いふ わ けで 、老 人 は た ちま ち イ ト易 キ コ トナ リ ト音 フ共 時

豚 を 屠 って や っ た もの で あ るe 娘 は言 っ た0 女 ハ 諾 ト答 へ タ レバ 老 人モ 書

ビテ 豚 ヲ屠 リダ リ

「料理 が で き るま で外で まっ て ゐ て くだ さい。す 同上 娘 ハ 其 肉 ヲ屋 内 ニ運 ビテ 要一

ぐだ か ら‥.… で きた ら、 いっ しょ に食 べ ませ うJ 人 ニ テ料 理 ス べ ケ レバ 老 人 ヨ

娘 は 肉 を小舎 の中 に運び 入れ た0 老人 は胸 をわ く 暫 ク外 ニ ア リテ待 テ ト云 ヒシ

わ く させ て、 表 でま って ゐ た0 カバ 彼 ハ其 舌 ニ従 ヒ外 ニ ア リ

テ待 チ 居 タ リ
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哀れな老人をまたせて置いて、しか し、娘は豚の 排 ボ 娘ハ塘テ料理 シ悉ク肉ヲ食シ

肉をひ とりで平げて しまった。娘は頭の問か ら一 拷 ノレ 夕ル後- 疋ノ風アル ノミ之 レ

匹の風をとって、言ふや う、 「お前の命は助けて 族 ポ ニ何事 ヲ問フモ 「ウン」 「ウ

あげる。そのかは り表でボルボルンさんがなにか

訊ねた らハイ と答へるんだよ」裏口か ら娘は、ひ

33 ′レ ン」 ト答フル ノミ

321
こ/

そかに逃げだして しまったのである。 ノ

請

表の老人は間もな くいらいらしてき、催促 してみ 節 ポ 彼モ始 メテ欺間ラ レタル ヲ知

た。 r料理はまだかな」すると、なかか らは 「ハ 拷 ′レ リテ怨 ヲ晴 サンモノ ト直ニ娘

イ」といふ返事である0 老人は我慢 してまつより 族 ボ ノ後 ヲ追 ヒシガ

ほかに仕方もなかった。しかし、いくらまつても

、娘は中に入れとは言はない。 rまだかな」 「は

SZ3 ノレ

321

こ/
い」押 し問答をくり返 したのち、いぶか しく思つ ノ

て老人はなかに入ってみた0 なかには一匹の風が

ゐるばか りである。腹 をたて、老人は裏口から娘

の跡 を追ったe

請

娘が川をわたらうとした時であった。ふっ とふ り 排 ボ 偶々河水】時ニ氾濫シテ渡ル

かへつてみると、老人はす ぐ後ろに迫ってゐる0 拷 ′レ 能ハズ娘ハ対岸ニア リテ罵ル

娘は河水 のなかに小用 して置 いて、対岸にあが 族 ボ

つた。すると、河水はにはかに沸騰 し、熱湯一時

に氾濫 した0 老人は河をわたることができない0

3Z3 ノレ

3n

ン′

ノ

請

くや しさのあま り、老人は傍 らの石の上に陽物を 排 ボ 老人モ今ハ耐へガタク側ナル

置 くと、′ト石 をひろつて叩きつけたe 陽物からは 拷 ′レ 石 ヲ陰茎ニテ衝キタルニ共石

火 を発し、炎の問から無数の蜂が とびちつた0 蜂 族 ボ 凹ミテ控一尺探七寸ノ穴ヲ生

はいつまでも、その後部落の人たちを苦 しめたさ SZ3 ノレ ゼ リ彼 ソレヨリ家ニ帰 リ途 中

うである。

∈込1

ン

ノ

請

ニテ陰茎ニササ リシ毒 ノ剃ヲ

トリテ婆ニ入 レソレヨリ社内

ヲ廻 リテ酒 ヲ饗 スベケ レパ皆

々集 レ ト振 レタリ仕入モ酒 ト

聞キテ書 ビ来 リ集ル擦テ人 々

ノ集ルヤ老人ハ婆ノ蓋ヲ トリ

シニ中ヨリ蜂飛 ビ現レテ処キ

ラハズ人々ヲ刺 シテ苦シメタ

リ

「老人の恋」という浪漫的な題名にもかかわらず、話の内容は、一匹の豚

のために一人の老人が若い娘に隔されたというものである。話の筋は、排湾

族チヤヂャアブス社の頭目チヤヂャウデデが話した「ボルボルンノ話」とは

ぼ一致する。だが、この話をつくる際に、地平が参照した原話がもう一つあ

ることが分かった。排湾族のバリラヤン社ビカルカラギヤン、デブラガン、
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パリプルンによる「婦女二欺カレシ翁ノ話」である。

二つの原話の筋は相似性を持っているが、細部においては少し異なる。ま

ず、 rボルボルンノ話」では孔を使って娘が老人を塙しているのに対し、 「婦

女二欺カレシ翁ノ話」では、南京虫を以下のようた使っている。

其上二一匹ノ南京虫ヲ置キテ云フヤク若シ入来リテ妾ヲ呼パパ汝

妾二代リテ返事セヨト女ハ其ヨリ其処ヲ逃ゲテ隠レタリ間モナク翁

来リテ婦女ヲ呼プ南京虫ハ内ヨリ「オイ」ト返事ス翁入リテ見ルニ唯

一匹ノ南京虫アルノミニテ婦女ノ姿ハ見エザレバ大二怒り直チニ彼

ノ後ヲ追フ20

また、娘が川の対岸まで逃げる際の描写は、 「ボルボルンノ話」ではごく

簡単に「偶々河水一時二氾濫シテ渡ル能ハズ娘-対岸ニアリテ罵ル」で終わ

っている。しかし「婦女二欺カレシ翁ノ話」では、娘が小用すると川が沸騰

するという点では一致するものの、以下のように異なっている。

婦女ハ逸速ク川ヲ渡り対岸ニアリテ翁二束ルヲ待つツ翁ハ気息ヲキ

ラシテ駆ケ来ル婦女其ヲ見ルヤ川二降リテ放尿シタレバ水ハ忽チ沸騰

シテ湯トナリヌ翁ハ岸ニアリテ渡ル能ハズ暫ク暗曙スルヲ婦女見テ己

ガ股間ヲ開キ翁ヲ早ク来リテ執行セヨト罵ル21

さらに、編された上に、川の対岸まで逃れた女に罵られ、怒りのあまりに

取った老人の行動については、二つの原話はいずれも「側ナル石ヲ衝キタル」

であるが、その続きが異なっている。 「婦女二欺カレシ翁ノ話」では、岩に

濠々たる煙が生じて穴が開いた、とする。また、 「ボルボルンノ話」では石

が凹み、陰茎に刺さった苗の刺を酒の聾に入れて蜂が出て酒宴に来た人々を

苦しめた、となっている。

これらに対して「老人の恋」は、次のような最後となっている。

くやしさのあまり、老人は傍らの石の上に陽物を置くと、小石をひ
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ろって叩きつけた。陽物からは火を発し、炎の間から無数の蜂がとびち

った。蜂はいつまでも、その後部落の人たちを苦しめたさうである。 22

火は「婦女二欺カレシ翁ノ話」の「濠々たる煙」によるものであろうが、

「穴」に該当する記述はない。また、炎から出てきて人々を苦しめた「蜂」

は、 「ボルボルンノ話」中で酒賓から出てきた「蜂」と符合しよう。したが

って、これは二つの原話を参照した上での、地平の創作だと考えてよかろう。

(8)その他

(比較表(8) 】 『太陽征伐』の他の短編神話と『蕃族調査報告書』との比較表

作

lコ日日

K
巻

戻

題

名
『蕃 族 調 査 報 告 書 』

拷 1ま) む か し0 猪 は た くさん の 旺矧 を食 っ た。そ 武 拷 昔 猪 オ オ クノ虹 矧 ヲ食 セ シニ皆 腸 ト

の の史丘矧 が あの 長 い緒 の 腸 にな っ た の であ s ノ ナ ル 即 チ猪 ノ腸 ハ 元皇丘矧 ナ リ

腸 る0 族

節

第

2王,

請

鉢 1江) むか し0 二 人の 女 が髪 を洗 は うとい ふの で 卑 鉢 昔 二 人 ノ女 ア リキ 共 ニ髪 ヲ洗ハ ン ト
管 ～ 、めい めい 竹筒 に水 を入れ 、亘副こか けて 置 南 巻 テ 水 ヲ竹 筒 ニ入 レ預 ニカ ケ 居 タ リシ

の 132 いた 。す ると、いつ の 問 にか 一人 の 女が頭 族 変 ニ シ ソ シカ鉢 巻 解 ケテ 見 ル 見ル 腸 ト
怪 に巻 い てゐ た鉢 巻 が とけ て、月別こな って し 55 シ ナ リ一 人 ノ婦 人 ノ足 ニ纏 ヒ着 キ更 ニ

まっ た0 腸 はそ の女 の脚 にま つは りつ く と チ 上 部 ニ萱 ラ ン トス他 ノ婦 人驚 キテ 之

次第 に上 の方 へ と這 ひ あが っ てゆ く。女 は 腸 ヲ除 カ ン トテ 其 端 ヲ引 キ シ ニ堅 ク績

び っ くり して大 声 でわ めい た。他 の女 もあ ト ヒ着 キテ 角等キ去 ル コ ト能 ハ スカ カル

わ て ふた め き、懸命 に腸 の は しを ひ っぼ っ

た が 、腸 は離 れれ ば こそ、つひ に 一端 が届

い て しまっ た。

ナ

リ

シ

言舌

問 ニ他 ノ端 ハ 陰 部 ニ入 リヌ

折 か ら傍 らの小 舎 の 上 には 一羽 の 鳩 が と 折柄 鳩 ハ屋 上 ニテ トト ト トル 、アキ リ

ま っ てゐ たが 、 「と とと とる 、ア キ リツル

ナ ヌ ア リス ライ」 と噴 いて 、女 は はや した

て た0 女 は恥 か しさの あま り、ま つ赤 に な

り、両 手 で顔 をお は はず に は居 られ な いな

ん とい ふ 因果 な こ とで あ ら う。その 後 も腸

は けっ して女 か ら離れ よ う とは しなか た0

ツル 、 ナ ヌア リス ライ ト鳴 ク
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女は間もなく畢む、つづいて、男の子を産 問モ無 クシテ一子 ヲ生ム英子成長シ

んだ0 子供は大 きくなったが、ある日、彼 テ父ニ対 ヒテ云ウヤ ウ r暫 ク母 ヲ離 レ

は月別こ言った0 「お父さん、たまには外に テ薪ヲ採 リ来 ラレヨ」 ト父ハ己ムナク

出て、薪でもひろつてきて くださいよ」あ

まりしつ こく締まれるので、腸 もや むなく

脚か ら下りて、外に出かけよ うと した0

母 ノ脚 ヲ下 リテ外出ス

その機を外さず、女は屋根の上に逃げのぽ 母ハ英機 ヲ見テ屋上ニ飛 ヒ登 リシニ

つた0 そのことに気がつくと、腸は薪ひろ 腸モ共ニ登 ラン トセシカ上 ヨリ湯 ヲ

ひはやめ、また しても執念ぷかく女の跡を

追って、屋根の上にのぼってゆか うとする

。今は しかたもなかった0 女は上か ら熱湯
をそそぎかけて、腸 をころして しまった。

注キシ為 メ遂ニ死セ リ トナ ン

蛍 122 むかし。 那 栄 昔或者煙草 ヲ喫シ居 タル ニー匹ノ虫

男が煙草を吸ってゐた。 設 ノ 飛 ビ来 リテ顔ニ止マ リタ リヨリテ煙

男の顔に轟が とまった0 族 請 管ニテ払 ヒシニ其火虫ノ尻 ニッキタ

男の煙管では らひ落そ うとした0

煙 管の火が轟の尻 にくっついた0

その轟を、今、人は蛍 と呼んでゐる0

411 リ今其虫ヲ蛍 ト云フ

>S

と

女

lEB

抄1

むか し。夫婦があったが、 武

搭

族

節

夫

ヲ

lft

キ

昔戎所ニ夫婦ア リサ シタル

妻は極めて (二字空白) な女であったe (該 当箇所なし)

妻はある日、夫に言った0 「畑を柘にあら 事モナ ク暮シ居ク リシガ或 日妻ハ夫

されるといけませんから、あ L が見張 りに
締 チ ニ向ヒ妾今ヨリ畑ニ赴カン猪来 リア

行ってきますわ0 こん晩は畑小舎に泊って

く7 かもしれません」妻は出て行ったまま
罪 Hi

薯ヲ損 フペケレハ トテ夫 ノ止 ムルヲ

モ聴力ズ負ギ畑ニ行 ク其後夫畑ニ赴
a) きく

、二三日も帰ってこない。どうしたことか
節

2翌

ト

S i

レ

シ

キテ見 レバ人ノ番セシ トモ思エヌ程

と思って、夫は畑 に行ってみた。すると、 荒ラサ レ

意外にも畑 はめちゃくちゃに荒 され て、薯 ア レパ驚キ家ニ帰 りテ妻 ヲ呼ビ汝ハ

の影さへ見えないのである0怒って妻に言 2n 柿 毎夜何所ニ行クヤ畑ハ措 ノ為ニ荒 ラ

つた0 ノ サ レテ薯 ノ影ダモナシ今 日ハ我 レ汀

「お前は家に帰って居れe おれがかはりに

見張 りす る」
請 キテ汝ニ代ラン ト

妻が家へむけて帰ると間もな くであった。 其夜ハ夫小屋ニア リテ見張 リセシガ

ふっ と、気がつ くと、小舎の一隅に置きわ 偶女ノ 「タポク」ヲ振 リシニ猪来ル好

すれ られた妻の衣の下から一匹の猪が、ぬ キ獲物 ト槍ヲ振 ヒテ投ゲツタレバ誤

つと現れ出てきた。いい獲ものだ、といふ タズ其腹 ヲ刺シヌ其 ヨリ家ニ帰 り肉

わけで、夫は早速傍らの槍 をとって投げつ ヲ切 リ胆 ヲ トリテ刀 ノ先 ニ刺シ汝此

け、猪を殺 して しまった。瞬間、彼はすべ

てを了解 して しまった。家に帰 り彼は猪を

料ると、胆を とって刀の さきにつきさし、

妻のまへにさしだした0. 「おい、これを食

べないか」

胆 ヲ食ハズヤ ト妻 ニ差出セパ

-104-



哀れ な、悲 しげな顔をして妻は横をむいた 妻ハ食ハズ ト振 リ向キヌ ソノ隙ニ夫

0 夫はその刀で妻の肝規をついた。腰はや ハ妻ノ脹 ヲ衝 キシカバ中 ヨリ四匹ノ

ぶれて四匹の猪の子が生れた。中で二匹は 猪飛 ビ出デテ二匹ハ外ニ逃 レ二匹ハ

山に逃げて野猪とな り、家に残った二匹は 屋内ニ入ル外ニ逃ゲタルハ山ニ入 リ

飼 ひならされ て豚 となった0 内二人 リタルハ豚 トナ リテ今ニ杜ニ

止マル

蛙 旺}I

196

むか し0 ある娘のところに、毎夜、美 しい 管 蛙

ト

昔或家ニ】人 ノ娘ア リケ リ或夜美シ

の 男が通ってきた。娘は許 してゐた。ある夜 族 キ男忍ビ東 リテ其寝室ニ入 リ馴馴 レ

化 、男の言ふや う、 「友だちをあつめて踊 り 100 ォ シク娘ノ側ニ寝ネタリ娘モ憎カラズ

身 が したいのだ。帯を貸 して貫へまいか」帯 ～ リ 恩へパ男 ノ為スガ健二任セケ リ斯 ク

を娘は貸 してやった。いよいよ踊 りがある 101 シ テ男ノ爽ルコ ト数 日】夜男ノ云フヤ

、といふ夜であった。かねて男に聞いてゐ 娘 ウ我近日中ニ友ヲ集 メテ踊セン共時

た場所に娘は行ってみた0 するとそ こは暗 ノ ノ道具ニ用ヰン ト思へパ汝ノ符ヲ貸

い、だだつびろい原っぱにす ぎない。 r冨狂 請 シ給へ ヨ ト娘モ跳踊 ト聞キテハ寝食

らか されたのかしら0 悪い趣味ね」つぷや ヲモ忘ルル所ナ レバ ソハ何時何所ニ

きながら娘は、家に帰 らうと した0 そのと テ踊ルヤナ ド尋ネシニ男モ音 ビテ ロ

きであった。黒い雲間を浮きつ沈みつ して ハ何日場所ハ何所 ト教へ帯 ヲ倍 リテ

ゐた月が、ぬっと、雲を破って現れた。辺 掃 リヌ娘ハソレヨ リ指折 リ算エテ其

りいちめんは急に明るくなった0 ふっ と足 日ノ束ルヲ待チ居 タリ山又山ノ中二

もとをみると、大勢の蛙 たちが自分の帯を テモ日月ノ照ラヌコ トハナ ク其 田夫

ひっぼりあひながら、咽喉もさけよ ! とぱ 日 ト過ギ行キテ指定ノ 日トハナ リヌ

か りに鳴きさけぴながら踊ってゐる。娘は 共時姐一人紹ニ指定ノ場所ニ行キ家

帯をつかみ、蛙たちをふ り離 した0 しか し ヤアル ト見渡セ ド茫漠 タル平地ニテ

、なかで一匹の大蛇だけはいつかな帯をは 蛙 ノ鳴キ昏 ノミ聞ユ悔 シサ ト腰立タ

なさ うとしない、しっか りにぎつたまま、 シサ トコキ雑ゼ タル胸 ノ思ヲ誰ニ晒

ぷ らさがつてゐるのである。しかた もな し サン術モナ ク木 ノ根ニ腰 ウチ掛ケ鉢

に、娘は傍の石に力まかせに蛙をたたきつ 巻 ニ挟 ミル煙管 ヲ取 リ出シテ煙 ヲ吸

けた0 娘は家 に帰った0 あくる晩。男がや ヒツ吐キツ暫シ休 ミシカバ胸ノ苦モ

つてきて言った。 「ゆうペはこ うも、ひ ど 薄 ラギテ次ニ男 ノ衆ラン日ニハ必ズ

い目にあったよ」みると、頭に負傷 してゐ 怨 ヲ述べ醒モ砕ケン許ニ打チヤラン

る。蛙などにだまされてゐたのか と気がつ ト決心シテ鍾 ヲ廻シ院 ラン トセシニ

いて、娘はくや しくてたまらない0 「この 精 々離 レアル所ニ敷多ク蛙集 リテ男

ど蛙め !」力いっぱい姐は男を足蹴 にした ニ輿へシ我ガ帯 ヲ引キ延バシ各々手

。す ると男はたちまちもとの蛙の姿にな り ニテ確 ト握 リ裂ケン許ニ 口ヲ開キテ

、 「や、見やぶ られたか」つぶやきながら 鳴キ居タリ娘ハ其様 ヲ見テ呼 ウタテ

、わ りとあっさり、ぴょんぴょん跳わなが ヤ ト近寄 リ帯ニ手ヲカケ振 リ梯 ヒシ

ら表に逃げたして行った。 ニ数多くノ蛙ハ繁キテ皆叢サシテ眺

ネ行キシモー疋ノ大ナル蛭ハ確 ト握

リヲ容易ニ離 レザ レパ娘ハカニ任セ

テ石ニ打チツケシニ蛙ハ頭 ニテモ打

チタ リシカ其所ニ倒 レテ唯手足ヲ動

シ居タリ娘ハ帯ヲ携へテ家路ニ急 ギ
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ヌ其夜例ノ男又衆 リテ娘ノ室ニ入ル

ヤ今 日ハ惨 キ目ニ遇ハサ レシモ ノヨ

汝ハ我等ガ踊 ヲ見ン ト欲ツセバ コソ

其意ニ従 ヒ其場所ヲ教へシニ我 ヲ斯

シクマデ石ニ打チックル トハ情ナキ

振舞ナ リ ト預 ヲ抑へツツアア頭痛烈

シクに牽シテ何物モ見エヌ程ナ リ ト

喰 リシカバ姐ハ驚キ夜ナ夜ナ通 ヒ爽

ル男ハ蛙ナ リシカ我身ハ蛙ノ為ニ汚

サ レシカ ト思へバ悔 シサ憎サイヤ増

シテコノ蛙奴 ド蹴ツケシニ男ハ双足

上ゲテ床ノ下ニ落チ元 ノ形ニ立チ還

リ四ツ足ニテ跳ネ去 リシ トナ ン

比較的淡白な性格の蛙だつたのにちがひ

あるまい0

C変数 U

忠 19G むか し。男があった0 性采の怠けものであ タ 怠 昔杜ニ一人ノ怠惰者アリケ リ

け

者 137

つた。 イ

ヤ

惰

者ろくに働 くこともせず、膿が空いた、とい (該当箇所な し)

つては甘緒 など生のまま食ってゐ る有様 ノレ ノ

であつたか ら、部落の人たちは噂 し合って 族 按

ゐた ものである0 「あれでは、猷となるよ 節 ト

りしかたがないだろ」 編

3 万

ナ

リそれでも、ある日、男は珍 らしく耕作に出 一 日畑ニ出デテ耕セシニ鍬ノ柄折 レ

かけた0 しか し、土地を抱 らうとすると、 シ タリソレヨリ他 ノ鍬ヲ トリテ使用セ

馴れない仕事のために鍬の柄はたちまち 請 シニ同ジク又折 レタリ斯 クテ四本 ノ

折れて しまった0 「これではな らない」と 鍬 ノ柄ヲ折 リシカパ彼イマイマシ ト

いふわけで、男はほかの鍬に変へてみた。 テ折 レタル柄ニテ己ガ尻 ヲ衝キシニ

しか し、変へて も、変へても、鍬の柄を折 其柄抜ケズシテ尾 トナ リ全身ニハ毛

つて しまふ0既 に四挺 もの鍬を無駄 にして 生エテ見ル見ル 中二形変 ジテ猿 トナ

しまった0 あんま りいまいま しいので、男

はその鍬をもって、自分の尻をたたいた。

すると、鍬 まそのまま尻に ささつて、尾 と

なった0 「これは…」と、驚いて、尾をふ

りはな さうとし、身ぶるひすると、こんど

はたちまち全身にあさま しい毛が生えて

しまった0

リケ リ

男はいよいよあわてさわざ、山なかふか く

逃げ隠れた0 以来といふもの樹の枝から枝

へ ととび歩るき、果実をあさる身 とはなっ
たのである。横の顔はふだんはさうでもな

いのであるが、人に遭ひさへすればたちま

ちまつ赤になってしまふのも、さすがにあ

れでか ういふ境遇が恥 しいか らである0

e廼凱 L)
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むかし。好色な男がゐて、女とさ-みれば

、乱暴を働いた。部落の人たちは機会があ
れば懲らしてやらうと考-てゐると、ある

日男は一人の(二字空白)な女を伴って、

自分の家のなか-入って行った.これに気

がつくと、部落の人たちは大声で罵りさわ

ざ、今にも打ち殺さんばかりの気配を示し

た.さすがの男もこれにはあわててしまひ

、俄かに姿を変-て樫の木になった。女も

をかしなところを見られたので、うろた-

てしまひ、榛の木になってしまった。 (二

字空自)な女を榛の木といふのはすぐにな

よなよと男にしなだれかかるからである

が、 (二字空自)な男のことを樫の木とい

ふのは説明するまでも無いであらう。

昔郡大本杜二一人ノ悪戯者アリ常二

婦女ヲ揮ヒテハ姦セリ戎時彼平素ノ

如ク一人ノ女ヲ捉-テ姦スルヲ人二

見ツケラレ且ツ罵倒セラレシカバ柑

祉シカリケン其場ヲ遁レントシテ足

ヲ踏ミ出セパ次第次第二樫ノ木ト変

ジ女モ亦横ノ木トナル我等今淫乱者

ヲ樫ノ木及楼ノ木ト云フハ之ニヨル

而シテ淫乱男ハ忽チ陰茎ヲ硬クシ女

ハ又忽チ軟クナルコト榛ノ木ノ如シ

残る短い7話を『太陽征伐』所収順に一つの表にまとめたものが、比較表

(8)である。 r猪の腸」は「穿山甲と猿」の第1節と同様に短い神話であ

る。 「むかし。猪はたくさんの旺矧を食った。その旺矧があの長い猪の腸に

なったのである」は、原話の「昔猪オオクノ旺矧ヲ食セシニ皆腸トナル即チ

猪ノ腸ハ元旺矧ナリ」の現代語訳のようなものである。

二番目の「鉢巻の怪」は、 『太陽征伐』の中で一番奇想天外な話だといえ

よう。なぜなら、女性と結ばれたのは異種だからだ。単なる異種なら「牝猿」

「雷神イワイ」などでも異種交合の神話が見られるが、この話での異種は生

き物の枠から逸脱して、無生物の「鉢巻」と鉢巻から変化した「腸」であっ

た。原話は卑南族の「鉢巻変シテ腸トナリシ話」と思われる。二人の女性が

頭を洗う時に、解けた鉢巻は腸になり、一人の女と結ばれた。その後、子供

が生まれても腸はずっと女の体を離さなかった。子供が成長して、父である

腸に薪を採りに来るように言った。そこで腸はやっと女の足を降りた。女は

すぐ屋上に逃げて、追いかけてくる月別こ熱湯を注いで殺した. r鉢巻の怪」

は、原話と筋がほとんど合致している。しかし原話では「折柄鳩ハ屋上ニテ

トトトトル、アキリッル、ナヌアリスライト鳴ク」と呪いをかけるかのよう

な部分を簡潔に記しているが、作品ではr折から傍らの小舎の上には-羽の

鳩がとまってゐたが、 『ととととる、アキリツルナヌアリスライ』と噴いて、

女をはやしたてた。女は恥かしさのあまり、まつ赤になり、両手で顔をおほ
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はずには居られない」と言葉を尽くして記述している。よって、鳩と女と対

話ができるほど人間と生物の距離が近く、古い世界の感覚を表現しようとし

たと思われる。

「蛍」には、獅設族の「蛍の話」という原話がある。両者の筋はほぼ一致

するが、その文章表現には違いがみられる。原典「蛍の話」は伝承の記述と

いう体裁を取るが、 「蛍」では詩的に改編されている。これによって、 「蛍」

は詩情豊かな童話のような作品となった。

「猪と女」には、 「夫ヲ欺キテ猪ト戯レシ婦ノ話」という原話がある。 「夫

ヲ欺キテ猪ト戯レシ婦ノ話」と「猪と女」ともに、妻が猪と結ばれたことを

知った夫が猪を殺し、妻も殺した。刀で突かれた妻の腹から生まれた四匹の

猪のうち、二匹は山に逃げて野猪となり、二匹は家に残ったから豚となった、

という話である。原話との違いは、原話に見られない「妻は極めて(二文字

空白)な女であった」という一文が付け加えられた点である。しかしこの妻

に対して加えられた形容語は、発表当時、伏せ字にされた。戦後出版した『太

陽の眼』に収録された話では「多情」となっている。 「牝猿」において、猿

と結ばれた男に対して「変わり者」と表現したことを考えると、地平の男性

優位主義がはからずも露呈された結果となっている。また、同じ「牝猿」中

で、猿と結ばれた男は結局、長い悪夢からさめて、夫婦の仲がまたむつまじ

くなったと付け加えられるが、猪と結ばれた女は原話のままに殺されたとす

る。これもやはり、地平の男性優位主義の考えが無意識に働いたためかもし

れない。

「蛙の化身」は、曹族阿里山著の話「蛙ト契リシ娘ノ話」を原典とする。

話に大きな変動は見えないが、表現上、原話よりも簡潔に記すため、長い叙

述に代わって短い言葉で表示したところがある。例えば、 「ソレヨリ指折り

算エテ其日ノ乗ルヲ待チ居タリ山又山ノ中ニテモ日月ノ照ラヌコトハナク其

日其日ト過ギ行キテ指定ノ日トハナリヌ」を、 「いよいよ踊りがある、とい

ふ夜であった」と省略した。このように、言葉を控えることによって、読者

の想像に委ねる部分を多くする効果をねらったのであろう。

一つ見逃すことのできない点は、この話の最後の一句に、作者の肉声が表

れていることであるO　同じように「蛙の化身」の最後の一行「比較的淡白な
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性格の蛙だったのにちがひあるまい」も、話し手の感想が混じったものであ

る。この性格云々の感想は、娘に正体を見破られたために「ぴょんぴょん跳

ねながら表に逃げだして行」った一匹の蛙に対して発するものであり、神話

を伝承する原住民の語り手を相対化する視点の存在を提示している。読昔の

文脈の理解の仕方によって、スト-リにユーモアな効果をもたらそうとした

地平の狙いであると考えられよう。というのは、これらの神話に施した文飾

は、他所にもみうけられるような、読者の想像力を引きだそうとした工夫で

あると考えることができるからだ。

「怠け者」の原話は、タイヤル族の「怠惰者ノ猿トナリシ話」である。怠

け者が畑に行き、鍬の柄が四本折れた。折れた柄を一本尻に衝き、とれなく

なって尾になった。全身には毛が生え、そのまま「猿トナリケリ」 、と結ん

でいる。この話において地平は、怠け者が怠ける様子を「ろくに働くことも

せず、腹が空いた、といっては甘藷など生のまま食ってゐる有様」と説明し

た上に、猿になった後の境遇も以下のように付け加えた。

男はいよいよあわてさわざ、山なかふかく逃げ隠れた。以来といふ

もの樹の枝から枝-ととび歩るき、果実をあさる身とはなったのであ

る。猿の顔はふだんはさうでもないのであるが、人に遭ひさ-すれば

たちまちまつ赤になってしまふのも、さすがにあれでかういふ境遇が

恥しいからである。 23

このように、原話の簡潔な叙述を潤色し、理由を付け加えるのも、文学的

修飾が理由だと考えられる。この付け加えとは対照的に、最後の「樫の木・

榛の木」では、好色の男を「樫の木」と呼ぶ理由について、武喬族の原話「悪

戯者ノ話」では「淫乱男ハ忽チ陰茎ヲ硬クシ」とはっきり説明しているのに

対して、地平は「説明するまでも無いであらう」と略した。これは原典のま

ま記せば、検閲を通過しないことを予測したのかもしれない。しかし「樫の

木・榛の木」の中に示される「説明するまでも無いであらう」は、好色な男

が樫の木になったという文脈上、読者の想像力を性的な面に導く効果がある

ことも見逃すことができない。
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3.

以上、比較表を参照しながら見てきたように、 『太陽征伐』は、種々の神

話から性的な話を中心に取り上げてまとめたうえで、様々な工夫が施された、

多彩で、奇抜な神話小説集となった。素材の選択から考えても、性的要素に

かかわる話が多い。では、地平が奇抜な神話を集めて構築しようとした「南

方」像には、いったいどのような要素が含まれているのだろうか。

作品は、以上分析してきたように、生命力を強く感じさせる男女の肉体に

関わる話が大きな割合を占めている。特に男性の陽物についての描写と象徴

性が、作品中でしばしば強調されている。地平が『台湾蕃族調査書』から性

的な神話を多く採集した結果、作品は一つの身体化された世界として表れて

いる。これは、世界各地の原住民族の文化に普遍的にみられる原始的な身体

崇拝や陽物崇拝の傾向と合致する。地平の作品に再現された原住民の素朴な

神話も、人々の「認識」ではなく「感覚」で構築された古い世界の雰囲気を

漂わせている。

「太陽征伐」において、勇士らは長年按渉した果て、とうとう「鼠の陽物」

の矢を使い、 「太陽征伐」の壮挙を完成した。 「老人の恋」では、老人の陽

物から恨めしさのシンボルとしての「蜂」がどっと飛び出て、部落の人を悩

ませた。これは、陽物から出る精子の比喰なのかもしれない。また「鉢巻」

という無生物や「腸」という器官は、細長いその形態からいって、いずれも

陽物の変形記号である。 「穿山甲と猿」の猿も、女の国に辿り着いた男も、

去勢されて象徴的な男性性を失った。このように、文中には陽物が様々な形

で語られている。地平が、意図的にエロスと性的開放性を持つ南方を神話作

品によって表現しようとしたことは明らかである。 『太陽征伐』に展開され

た世界は、人間の存在を「精神」の原理ではなく、男性の陽物および異種と

の交合に象徴される「肉体」の原理で構築した世界と言ってもいいだろう。

しかし注目すべき点は、地平が同時に、この「肉体」の世界に抽象的な「南

方文学」の要素、つまり精神的な「南方憧慣」をあてはめようとしているこ

とである。その結果、この原住民神話を再構成した神話作品において、植民

地台湾の原住民の世界の表象は「観念的」な南方像と「肉体的」な南方像の

両方を、暖味な形で併存させることになったのである。このことは、地平が
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「肉体的」な作品の末尾に施した「詩的」な文飾にも表れている。地平は原

住民神話を「身体的」に再構成する一方で、作品中で己の肉声と感受性を語

ることによって、読者の性的な想像力と共鳴を求めようとした。

こうして地平は、原住民神話の再生産によって、 「明るさ」や「行動的描

写の卓越さ」 r感覚的な詩情」 「神話的空想力」 、そして「熱情的飛躍性」

などの南方特有の特性が溢れた原始世界を構築しようと試みた。この南方的

な世界に自身の「南方憧恒」を託し賞賛することで、 「南方文学」樹立の重

要性を帝国の読者に伝えようとしたのである。地平は、奇抜な「ハナシ」を

有する原住民の神話を「素朴、真卒なる古代の伝説」と認識し、意図的に「南

方文学」として内地文壇に紹介したが、 『太陽征伐』の神話世界は、ただ文

明世界にほど遠い、一つの肉体的・原始的な世界としてのみ表象されてしま

っているのではなかろうか。彼の意図にもかかわらず、身体的な神話を素材

とする試みは、原住民社会-の認識を一層珍奇することにつながるものであ

7sm

4.

作品には、人間と異種の交合の話と排椎の話を多く取り入れていることか

ら、地平の潜在意識も表されていると思われる。異種交合の話は、猿と人間

の後家の女(「穿山甲と猿」) 、猟師と牝猿(「牝猿」) 、雷神とジワイ(「雷

神キワイ」) 、人間の女と鉢巻(「鉢巻の怪」) 、人間の女と猪(「猪と女」) 、

蛙と娘( 「蛙の化身」 )など多彩に描かれている。

ここで注目すべき点は、異種交合の話が、人間と猿、猪、蛙という馴染み

の深い動物との接触であることである。 「牝猿」 「猪と女」の中の猟師と不

倫した牝猿や妻と不倫した猪は、すこしも人間の気配がなく、動物のままで

ある2㌔　このような獣姦に近いイメージのある神話では、いわば恋愛という

精神的なレベル、すなわち「美」という境界とは程遠く、ひたすら素朴な身

体的な世界が描かれており、 「積れ」のインパクトが強いものになっている。

『太陽征伐』を通して、異種交流の話のほか、もう一つ強調された描写と

して、読者に「積れ」のイメージを与えたのが排糖である。 「女の国」の原

話には元々鯨に呑まれて排壮された男の話はなかった。地平は、他族の「鯨
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ニ呑マレシ男ノ話」から取材したのである。実際に『太陽征伐』だけではな

く、地平の他の神話的作品でも、排壮物と排壮器官に関わるプロットは必要

不可欠な要素と言えるほど描かれている。地平の初めての童話「窪地のう-

の白雲」は、肛門を持たない昔の人々が蒸気を吸って生きている世界である。

そして、アロブゴという肛門を持つ男が薯を食い始め、更に人々に熱い鉄棒

で肛門を作ってあげたという話である。 「太陽の眼」は、カラべツという男

が、 「太陽の油断を見すまし、その眼玉を盗んで食べてしまった。その後カ

ラべツは廟にはひるたびに、糞便のなかからその眼玉をさがLだし、水あら

ひしてはまた嘩みくだす習慣であった」 25という話である。

こうして、人間の革む日常卑近な排植物、あるいは馴染みの深い動物との

交合は、地平の作品中で強調され、彼の台湾原住民世界の表象を支配した。

このような原住民神話を再構成した作品と地平の「南方憧憤」には、いった

いどのような関連性があるのだろうか。

人間の「憧憤」や幻想性については、フロイトの精神分析の学説をはじめ

究明が続いている。例えば、竹田青嗣は、人間の世界をエロス的に経験され

た秩序と捉えたうえで、近代の学説を踏まえて世界の幻想性を論証し、排壮

物に対する人間の感受性について語っている。

子供が排壮物を「キタナイ」と感じるようになるのは、人間の生

得の感覚として美醜感が発達してくるからではない。排壮物は「日

常世界」からはみ出す「ケガレ」の世界を象徴する。それがキタナ

イのはそれが「ケガレ」ているからであって逆ではない。このよう

に、美醜の感覚もまた、何らかの仕方で、 「日常世界」とその向こ

う側の「禁止された世界」という、人間の幻想世界の成立にかかわ

っている。 26

竹田はフロイトの精神分析を踏まえ、人々の幻想世界は日常世界から追放

された「聖的な世界」とその反射像の「積れの世界」に分けられると主張し

ている。竹田の論を援用すると、地平の台湾原住民神話に取材する作品は、

そこに描かれた排壮物や異種の交合によって「キタナイ」というイメージが
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強化される限り、そこには「積れの世界」 、つまり近代文明のもとで秩序化

された内地の世界と対置される一つの「禁止された世界」が成立する可能性

がある。地平の作品において、内地世界との異質性を求める姿勢は、彼の「南

方文学」が帯びる中央文壇-の反発の側面に通底するものである。

5.

中村地平は、昭和15年に「南方文学」を樹立しようとする意欲を、以下

のように述べた。

僕自身が考えている文学の指標であるが、それは南方文学の樹立と

いうことである。いったい僕は文学は風土的な特徴をもつべきであ

るという独逸浪曇派の意見にはなはだ共感をかんじる者であるが、

現在日本に行われている文学の大部分は、東京的な、植民地的な都

会文学か、さもなくんば北方的な、観念的な心理主義文学かである。

(略)日本文学の大部分がすべて安手な都会主義か、深刻癖のつよ

い心理主義ひといろに塗りつぶされているのを眺めて、憂彰でない

というわけにはゆかない。 27

この「文学は風土的な特徴をもつべき」だという文学理念は、当時の日本

文壇-の批判と結びついている。地平の「南方文学」は、同時代の文壇、す

なわち「北方的」な文学や「観念的な心理主義文学」と対立する構図を持っ

ている。そこで彼は、台湾の原住民社会と内地社会との距離をはっきり意識

しながらも、観念的に近代を反転させようとし、結局のところ無意識的に「積

れの世界」に近い異界としての「南方」を憤慨していると考えられる0

一つの幻想世界は、往々にして現実世界での不安や挫折の反映として成立

すると言われている。当時、地平が「南方文学」を前面に押しだして対抗し

ようとした中央文壇は、彼の目には「すべて安手な都会主義か、深刻癖のつ

よい心理主義ひといろに塗りつぶされている」 28状況に置かれていた。それ

はまさに竹田が指摘したような、 「精神の価値が過剰に評価される」 「観念

的」文学が溢れる状態にあった。
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近代では、内面的な"魂"のつながりおよび、その目標となる「理

想」が強調されるプラトニック・ラブに姿を変えた。プラトニズム

では、近代的な心身二元論に対応して、まず精神と肉体が明瞭に分

離され、精神の価値が過剰に評価されるのだ。 (中略)ここでは、

ロマン的世界の「内面化」 「理想化」ということが生じているので

ある。 29

とすれば、彼の「南方憧恨」には、台湾の原住民社会像を近代の極端な精

神主義を転覆させるべく、身体性に力点を置く世界として把握しようとする

一側面が存在すると考えることができる。しかし近代の「精神」と「肉体」

の二元論は、地平の「南方憧胤に基づいて描き出された彼自身の「内地」

と「植民地」の表象にそれぞれ当てはまる。竹田は「ロマン的世界には『憧

慣』という情緒がつきまとい、またそれが失われたものと感じられるとき、

『郷愁』 (ノスタルジー)という情緒をも作り上げる」 、 「ロマン的世界は

もともとその幻影的な美しさ、きらびやかさで味わいの対象である」 30と、

ロマン的世界や「憶憤」 ・ 「郷愁」が作り上げた幻影的な美しい世界との密

接性を指摘している。無論この世界は、自我にとって「美しく素晴らしい『ほ

んとう』の世界」という姿をとるのである。かつて日本浪漫派の同人であっ

た地平は、ドイツ浪漫派の影響を強く受けていたo彼自身もしばしば小説の

中で引用しているように、彼の「南方憧慣」にはドイツ浪漫派の詩人の南方

憧憶が投影されていると考えられる。竹田も次のように指摘する。

ロマン的世界は、現実世界との対照によって「いま、ここ」には

存在しない"向こう側"の世界として心のうちにとめ置かれる。そ

こから「憧慣」 「郷愁」という独特の情緒が生み落とされるが、こ

の情緒は、人間にとって生の世界を味わう基本的な様式となるもの

である。 31

地平の「南方憧憶」は、近代の「精神」の昇華された観念の産物である。
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この「南方憧慣」に基づいて作り上げられた台湾原住民の表象は、 「理想化」

されたものである。この点において自家撞着をきたしている。したがって、

地平が憶恒して理想像として求める「明るく」 「詩情的」で、 「熱情的」な

r南方」とは、実はロマンを「内面化」 「理想化」した、きれいな「聖なる」

世界の反射像としての「禁止された」 「積れた」肉体の世界だと見ることも

可能であるo地平の台湾神話で強調される「ケガレ」の表矧ま、彼が文学上

で表現しようとした「南方的である」ことにつながることになってしまうの

である。

本作晶に沿えば、地平のロマンは、無意識の働きが作動することによって

作品に示された身体的な世界観の創出に注がれているといえるだろう。台湾

原住民の神話と出会うことによって地平は、身体的で、原始的な自然の秩序

の世界を「美しく素晴らしい」ものとして文壇、あるいは内地の関心を喚起

しようと努めたと推察できよう。

竹田が示唆したように、 「 『ケガレ』は単にこの世の秩序をけがす『悪』

ではなく、 『聖なるもの』の秩序の"違反''ということを本質的に含んでい

る」 32のだとすると、 「積れの世界」は「聖なる世界」の反対物であり、 「聖

なる世界」からの脱出願望を含んでいる。地平の潜在的な願望が介入しつつ

成り立った神話的作品世界は、社会の忌むものとしたタブーを直視するよう

な題材が多く見られる。よって、彼が意識的に作ろうとした「明るさ」 「感

覚的詩情」 「神話的空想力」などの特性を含む「南方」の表象は、 「ロマン

的」な世界像との間で深い矛盾が生じる。原住民族世界像を差異化すること

によって地平は、無意識的に一つの積れの世界を創造したといえるのである。

宗教的な感情がすぐれて人間的な感情であるとすれば、オカルト

的な恐怖も人間に固有のものだ。そして、これらの感情は人間が「異

界」という世界の領域を持つことに由来する。 33

この竹田の指摘に沿うならば、 「異界」の成立はいうまでもなく人間の不

安にかかわっている。 「幽霊や物の怪の世界、伝説や神話、宗教が語る彼岸、

あの世、そして、心霊や怪奇の世界」 34等はすべて異界であり、 「人間の自
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我の秩序の壊れ」 35を暗示し、不安を唆す。地平による台湾原住民神話の再

構成は、結果として内地日本人の「台湾蕃族」の原始世界-の恐怖と好奇心

を加速させたと言い切っても過言ではないのである。

さらに、読者がこのような身体的要素と密接する筋の話を読むと、台湾原

住民神話を、ひいては台湾原住民の世界を肉体的な異界だと思い、ごく自然

に植民地台湾、あるいは台湾の原住民の原始性・未開発性を感じたと考えら

れる。この作品には、地平が意図していないにもかかわらず、一つの「積れ」

の世界が表象されているからである。

6.

中村地平は、 『太陽征伐』を収録し、昭和16年9月に墨水書房より刊行

した『台湾小説集』のあとがきに、 「南方に郷愁し、南方に憧惜し、南方を

愛してゆくことは、一生、変わらない」 36と明言した。いうまでもなく、こ

の「郷愁」と「憧慣」というのは、失われたもの、欠落しているものに対し

てしか感じられない情緒である。このr郷愁」と「憧僚」は、自分の郷里が

九州地方という「南方」であることに起因する一種の反中央・反近代の感情

となる。 「反近代」という基底に、地平と「日本浪漫派」の同人との接点が

見出せるO　しかし一方で、 「積れの世界」や原始世界-の回帰を図る地平は、

教養と古典的な「明治精神」を持つ日本-と回帰しようとする「日本浪漫派」

の同人とは、根本的に異なるスタンスにあるといえよう。

このような反中央の感情に基づいて創作した「南方文学」は、図らずも帝

国の言説と通底するものを持つ。神話作品の素材として使ったのは、 「臨時

台湾旧慣調査会」によって出版された『蕃族調査報告書』 37の中の各蕃社に

ついての記述である。報告書には神話だけではなく、言葉や風俗も詳しく掲

載されている。だが、その膨大な資料は、文化人類学の学問分野では貴重な

資料とはいえ、人類学及び文献学とオリエンタリズムとの内部関連性がすで

に明らかにされているように、 r帝国」の権威付けの戦略と深く関わってい

るのである。

観察あるいは記録を通して調査対象を特徴付け、図式化することは、監視

と管理の形式と深く関連するものであり、それは「帝国」の支配行為の形式
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にはかならない。例えば、曹族阿里山著の神話の中に話者不明の「弓ヲ折リ

テ日本人ト別レシ話」がある。太古の洪水の時代、祖先が日本と知母搭社に

移住することとなり、別れの際に一本の弓を折って、半分ずつ持って行った

話である38。この話は、 「帝国」日本のイデオロギーの中にある「同源説」

と巧妙に合致していることも興味深い。よって地平の作品は、調査書の中の

原住民神話を再生産すると同時に、それに付随するイデオロギーも必然的に

再生産することになった。

地平は、原住民の神話を「南方文学」の一つの道具として使い、エロス的

南方像を意図的に築いた。その神話的作品によって、台湾原住民族世界像は

一層コード化された。そのコードの内容とは、地平が意図して伝えようとし

たr明るさ」 「感覚的詩情」 「熱情的な飛躍」といった抽象的な特徴よりも

むしろ無意識のうちに表された「聖なる世界」の内地とは対照的な、 「身体

的」な「積れ」の異界であった.

もう一つ注目に値するのは、 『太陽征伐』と他の神話的作品の改変である。

かつて、地平が昭和14年に発表した「太陽の眼」を分析したところ、登場

人物の対話、風景、細かい動作、そして心境の描写などは、彼が施した文学

的な修飾であることが分かった39。特に「太陽の眼」では、原住民の野蛮性

と受けとられるような行為の描写にあたって、地平なりの理由付けや彼らの

心理描写を行っている。しかし「太陽の眼」の翌年に発表した『太陽征伐』

では、地平の創作の部分が大幅に減少した。言い換えれば、昭和14年の「太

陽の眼」においては、内地社会の認識の枠組みを通して原住民神話を捉え、

原神話の残酷な要素を薄めて再生産しようとしたが、 『太陽征伐』において

は、認識の枠組みを自分なりの南方観に取り替えるようになった、というこ

とである。

そして素材は身体的なものが格段に増えた。昭和9年に発表した「人類創

世」の神話集は、同じく台湾原住民神話から取材したものだが、性的な面に

触れた話はほとんどない。一つだけ、兄妹の近親相姦に触れた話があるが、

「大変、仲のよい兄妹があった。仲がよい、といふのも、極端で、二人は革

実上は夫婦であった」 40と淡々と語るものであった。

この傾向から考えれば、 『太陽征伐』は、露骨な性的描写はほとんど原典
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のままであり、原典をほぼ忠実に再現しようとした作品だと言えよう。原住

民神話に表れている原住民世界が、いくらか残虐性を帯び、近代社会の禁忌

に触れるものだとしても、そのままの姿で原住民文化の価値体系として肯定

しようとしたのである。地平は、原住民神話の再生産の過程で、近代社会の

禁忌と大胆に直面するようになった。

地平の考えは、当時の内地社会の道徳観を超えたものだったといえる。そ

の意味において彼の「南方文学」は、当時の文壇をはじめ、内地社会の均一

化・秩序化した近代世界像41を反覆させる意欲を意味している。同時に、神

話的作品における語り方の変化は、地平の植民地観についての自省が反映さ

れているのである。
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